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Ⅰ 実施計画の実績の取りまとめについて
策定基準日：平成２８年4月1日

1

2

(1) 事業費 →平成２７年度当初予算額

(2) 最終事業費 →決算見込額＋平成２８年度への繰越額

(3) 決算見込額 →平成２７年度歳出決算見込み額

（平成２６年度からの繰越決算見込額を含む）

3

　なお、「進捗状況」欄の区分は次のとおりとする。

(1) 前倒し実施 →平成27年度以降のスケジュールの一部又は全部を前倒しで実施した

(2) 計画どおり →平成27年度の取り組み目標を達成できた

(3) ほぼ計画どおり→平成27年度の取り組み目標をおおむね達成できた

(4) 未達成 →平成27年度の取り組み目標を達成できなかった

(5) 未着手 →平成27年度に事業に着手できなかった

(6) 完了 →平成27年度で事業が完了した

(7) 終了 →事業の見直し等を行い、平成27年度で事業を終了した

(1) 事業名欄に「新」とあるのは、平成27年度以降の新規事業を表す。

　②「－」は、事業費が経常的なもの、または計画事業費のみの算出が困難なもの、

　　未定のものなど

　　記入する。

　①平成２７年度当初予算額

(4) 事業の進捗状況が計画どおりとならなかった場合、計画どおりできなかった理由を

　本市では、第六次鳴門市総合計画に基づき、計画的かつ効率的な行財政運営を進めるた
め、向こう３か年の具体的施策・事業を示した実施計画を策定している。
　実施計画の進捗状況を把握し、必要に応じ所要の見直しを行うため、平成27年度末時点で
の進捗状況をまとめたものである。

　個別の事業について、上段には事業概要及び備考、下段には平成27年度の実績【進捗状
況・平成27年度の取り組み内容及び実績・決算見込み・計画通りできなかった理由】を表記
した。上段の平成27年度事業費の欄は、平成27年度の当初予算額を示しており、なお、補
正及び前年度からの繰越などにより、平成27年度事業費を決算見込みが上回った事業及び次
年度への繰越があった事業については、以下のとおり最終事業費として（　）書きで記載し
た。

　平成２６年度から２７年度へ予算を繰り越した事業については、繰越額を決算見込みに含
めるとともに、その額を決算見込みの下段に『　　』書きで表記した。
　なお、平成２７年度から平成２８年度へ予算を繰り越した事業については、繰越額を備考
欄に『　　』書きで記載した。

注）記載内容について（実施計画部分は、平成27～29年度実施計画策定時の内容となる）

(2) 事業名欄に「魅-○-△ 」等とあるのは、成長戦略に位置付けられている事業を表す。

(3) 事業費欄の表示は次の内容を示す。
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Ⅱ 総合計画体系図

【将来都市像】

【基本政策(大項目)】 【政策(中項目)】 【小項目・施策】

産業
01 産業の振興と経営基盤の充実強化

02 雇用の安定と勤労者福祉の向上

(1) 農林水産業
03 農業の振興

04 畜産業の振興

05 林業の振興

1 06 水産業の振興

07 公設地方卸売市場の活性化

観光
01 観光・交流のまちづくり

(2) 国際・国内交流
02 国際・国内交流の推進

文化財
03 文化財の保護と活用

人権
01 人権の尊重

男女共同参画
02 男女共同参画社会の実現

地域福祉
03 地域福祉の総合的推進

高齢者福祉
04 高齢者福祉の推進

(1) 障がい者福祉
05 障がい者福祉の推進

低所得者福祉
06 低所得者福祉の推進

保健・医療
07 健康・医療対策の推進

社会保障
08 国民健康保険制度の円滑な実施

09 後期高齢者医療制度の円滑な実施

10 介護保険制度の円滑な実施

11 国民年金制度の推進

子どものまち
(2) 01 地域で子どもを育てる活動支援

児童福祉
02 児童福祉の推進

2 ひとり親家庭等の福祉
03 ひとり親家庭等の自立支援の推進

教育行政
01 教育行政の充実

学校教育
(3) 02 幼稚園教育の充実

03 義務教育の充実

大学連携
04 大学連携の推進

たくましく生きる力
を育むまち　なると

豊かで活力あふれる
まち　なると

うきうき活力と
魅力あふれるま
ちづくり

伝えたい　魅力あふ
れるまち　なると

ひとにやさしく健康
で安らげるまち　な
ると

子どもたちの笑顔と
歓声が聞こえるまち
なると

ずっと笑顔で生
きがい感じるま
ちづくり

結びあう絆が創る 笑顔と魅力うずまく鳴門
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生涯学習
01 生涯学習の推進

図書館
02 市民参加の図書館運営の推進

(4) スポーツ・レクリエーション
03 生涯スポーツの振興

文化振興
04

危機管理・防災
01 災害に負けないまちづくりの推進

消防
02 消防体制の充実

(1) 救急
03 救急救助・医療体制の充実

交通安全
04 交通安全対策の充実

防犯
05 犯罪のない安全なまちづくりの推進

居住環境
01 良好な居住環境の整備

市街地
02 活気に満ちた市街地の形成

上水道
03 安全で安心な水の安定的な供給

道路
3 (2) 04 安全で快適な道路の整備

交通
05 新しい公共交通網の確立

ごみ処理
06

エネルギー使用
07 地球温暖化・省エネ対策の推進

消費生活
08 消費者の自立と保護

火葬場・墓地
09 火葬場・墓地の適正な運営・管理

自然環境
01 自然環境の保全と生活環境づくり

公園・緑地
(3) 02 緑の保全と創出

生活排水対策
03 生活排水対策の推進

河川・海岸
04 自然環境に配慮した水辺空間の整備

市民参画・市民協働
01 市民参画・市民協働の推進

コミュニティ
02 地域のまちづくりの推進

4 (1) ボランティア・NPO
03 ボランティア・NPO法人の活動促進

情報の共有化
04 情報の共有化の推進

行財政運営
05 効率的・効果的な行財政運営の推進

自然と共生できる循環型社会づくりの推進

身近に自然を体感で
きるまち　なると

おおきく躍動み
んなで創るまち
づくり

全員参加で創るまち
なると

生きがいあふれるま
ち　なると

暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推
進

安心して暮らせるま
ち　なると

しっかり安心・
快適住み良いま
ちづくり

快適に暮らせるまち
なると
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Ⅲ　成長戦略

戦略１　だれもに知ってもらえる　魅力づくり
～交流の輪が広がるまち　なると～

１　「鳴門ブランド」力の強化
① 鳴門ブランドづくり ⑦ 文化財の保護と活用

② 地場産業の育成・振興 ⑧ 公園の整備

③ 農業・漁業経営の安定化とブランド化の推進 ⑨

④ 農業の高度化

⑤ 観光ブランドづくり ⑩ 景観に配慮したまちづくりの推進

⑥ 外国人観光客の誘客促進 ⑪ 「鳴門ブランド」の情報発信強化

２　市民との協働によるにぎわいと交流の創出
① にぎわいと交流の創出 ③

② 国際・国内交流の推進

戦略２　だれもが住み続けたい　まちづくり
～だれもが元気になるまち　なると
～

１　住み心地の良いまちづくり
① 危機管理・防災体制の強化 ⑦ 公共下水道事業の推進と水洗化率の向上

② 消防・救急体制の充実 ⑧ 合併処理浄化槽の普及促進

③ 公共交通機関の確保と整備 ⑨ 住宅ストックの有効活用

④ 循環型社会への取り組み ⑩ 安心・快適な給水の確保

⑤ 地球温暖化・省エネ対策の推進 ⑪ 商店街等の基盤強化

⑥ 道路網の整備

２　元気で健康に暮らせるまちづくり
① 次世代育成支援対策行動計画の推進 ④ 健康・医療対策の推進

② 高齢者福祉の推進 ⑤ 介護予防事業の拡充・推進

③ 障がい者福祉の推進 ⑥ 女性子ども支援センター事業の推進

３　いきいきと働くことができるまちづくり
① 地場産業の育成・振興 ④ 企業誘致の推進

② 農業・漁業経営の安定化とブランド化の推進 ⑤ 就業機会の拡大

③ 農業の高度化 ⑥ 労働力の確保

戦略３　だれもが輝く　人づくり
～一人ひとりが主役のまち　なると
～

１　鳴門のまちを担う人づくり
① 教育行政の充実 ⑤ 生涯学習の推進

② 幼稚園教育活動の充実 ⑥ スポーツ活動の推進

③ 義務教育の充実 ⑦ まちづくりを支える担い手の育成

④ 校種間連携の充実

２　鳴門の人が輝く仕組みづくり
① 市民参画・協働の推進 ⑤ コミュニティビジネスの推進

② 情報の共有化の推進 ⑥ 男女共同参画社会の実現

③ コミュニティ活動の推進 ⑦ 大学連携の推進

④ ボランティア・NPO法人の活動促進 ⑧ 行財政改革の推進

暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくり
の推進

市民参加型イベントの開催（観光、スポー
ツ、文化、交流など）

住

人

魅
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Ⅳ 実施計画実績　総括表
（単位：千円）

平成26年度から
27年度への繰越

平成27年度事業費

繰越決算見込み額
計画額

（当初予算額）

最終事業費
（Ｈ2６からの
繰越を含む）

決算見込み額
（Ｈ2８への
繰越を除く）

前倒し
実　施

計　画
どおり

ほぼ
計画

どおり
未達成 未着手 完了 終了

１　うきうき活力と魅力あふれるまちづくり 30 0 163,179 174,899 174,899 0 16 3 10 0 1 0

(1) 豊かで活力あふれるまち　なると 14 0 144,914 125,683 125,683 0 9 2 3 0 0 0

(2) 伝えたい　魅力あふれるまち　なると 16 0 18,265 49,216 49,216 0 7 1 7 0 1 0

２　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり 61 399,759 2,961,740 3,156,974 2,326,475 0 33 18 9 0 1 0

(1) ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると 26 0 386,251 336,907 336,907 0 11 10 5 0 0 0

(2) 子どもたちの笑顔と歓声が聞こえるまち　なると 8 0 98,895 104,683 104,683 0 6 1 1 0 0 0

(3) たくましく生きる力を育むまち　なると 17 399,759 2,417,677 2,652,192 1,821,693 0 11 2 3 0 1 0

(4) 生きがいあふれるまち　なると 10 0 58,917 63,192 63,192 0 5 5 0 0 0 0

３　しっかり安心・快適住み良いまちづくり 38 436,014 1,482,776 1,859,022 1,467,020 0 19 9 8 0 2 0

(1) 安心して暮らせるまち　なると 13 241,615 412,442 764,209 539,535 0 5 3 3 0 2 0

(2) 快適に暮らせるまち　なると 18 19,358 724,738 580,764 571,130 0 12 4 2 0 0 0

(3) 身近に自然を体感できるまち　なると 7 175,041 345,596 514,049 356,355 0 2 2 3 0 0 0

４　おおきく躍動みんなで作るまちづくり 19 0 2,205,454 2,268,980 2,268,980 0 17 0 1 0 1 0

(1) 全員参加で創るまち　なると 19 0 2,205,454 2,268,980 2,268,980 0 17 0 1 0 1 0

１　うきうき活力と魅力あふれるまちづくり 30 0 163,179 174,899 174,899 0 16 3 10 0 1 0

２　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり 61 399,759 2,961,740 3,156,974 2,326,475 0 33 18 9 0 1 0

３　しっかり安心・快適住み良いまちづくり 38 436,014 1,482,776 1,859,022 1,467,020 0 19 9 8 0 2 0

４　おおきく躍動みんなで作るまちづくり 19 0 2,205,454 2,268,980 2,268,980 0 17 0 1 0 1 0

合　　　　　　　計 148 835,773 6,813,149 7,459,875 6,237,374 0 85 30 28 0 5 0

5

項　　　　　　　目
平成

2７年度
事業数

進　捗　状　況

平成28年度への繰越額（総額：1,225,001千円）



第1章 第1節　豊かで活力あふれるまち　なると

Ⅴ 実施計画実績

第1章　うきうき活力と魅力あふれるまちづくり
第1節　豊かで活力あふれるまち　なると  

　産業

　農林水産業

【01 産業の振興と経営基盤の充実強化－(1)地場産業の育成・振興】 （単位：千円）

新

最終事業費

決算見込み

07 公設地方卸売市場の活性化 (1)施設・設備の適正な維持・管理
(2)効率的・効果的な経営

(3)漁業資源の多面的活用

(2)安全・安心の確保

05 林業の振興 (1)緑豊かな森林の整備

06 水産業の振興 (1)漁業生産基盤の整備
(2)漁業経営の安定化とブランド化の推進

(1)農業経営の安定化とブランド化の推進
(2)農業の高度化
(3)食の安全・安心の確保
(4)農業生産基盤の整備

04 畜産業の振興 (1)畜産業の経営の安定化

03 農業の振興

(4)金融対策の推進
(5)港湾の整備

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 産業の振興と経営基盤の
充実強化

(1)地場産業の育成・振興
(2)商店街等の基盤強化
(3)企業誘致の推進

02 雇用の安定と勤労者福祉
の向上

(1)就業機会の拡大
(2)労働力の確保
(3)勤労者福祉の充実

No.10 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

魅-1-②

　地域活性化につながる新たな事業を創出す
るため、大学との協働のもと、ビジネスプラ
ンコンテストを開催する。

-

なるとビジネスプランコ
ンテスト開催事業

( 764 )
担当課 戦略企画課

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
◎なるとビジネスプランコンテストの開催
◎優勝者への創業支援

764
　なるとビジネスプランコンテストを開催。開催にあ
たっては、事業説明会や、ビジネスプラン作成講座な
ども実施した。コンテストには16件の応募があり、
書類選考及び、最終選考会を経て準グランプリ1件、
グランプリ1件を選出した。

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

な
る
と
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第1章 第1節　豊かで活力あふれるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

平成２７年度事業費

1,124

( 3,715 )

3,444

平成２７年度事業費

( 1,158 )

1,158

-

3,715

1,752

( 3,444 )

計画どおり

進捗状況 平成２７年度実施内容

事 務 事 業 名

No.87 事 務 事 業 名

No.100

担当課 商工政策課

地場産品振興対策事業

商工政策課担当課

ほぼ計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○大谷焼食器導入経費の助成
○大谷焼の里スプリングフェスタなど各種キャンペー
ンの実施

　飲食業や宿泊業を営む者を対象とした大谷焼購入費
の一部助成、「大谷焼の里スプリングフェスタ」「窯
まつり」の開催支援により、大谷焼の普及を図った。
　また、市内外のイベントへの出展により、地場産品
のＰＲに努め、「鳴門わかめ」産地偽装問題対策のた
め、県とも連携し、県内外の小売店等で「鳴門わか
め」の検体調査を行った。

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

農林水産課担当課

No.88

進捗状況

平成２７年度実施内容

　本市における中小企業の振興に関する基本的な事項
を定める中小企業振興基本条例素案の策定を行った。
　市内企業が抱える課題やニーズの把握のため、企業
訪問を実施した。また、創業支援事業計画の策定及び
認定を受けたほか、大麻地域の特性を活かした活性化
を推進した。

＜平成27年度の取り組み＞
○トップセールスの実施
◎6次産業化に取り組む経費（一部）の助成

事　業　概　要

魅-1-②
住-3-②

地域経済活性化推進事業
（エコノミックガーデニ
ング）

未達成

農漁業６次産業化推進事
業

　地元中小企業が活躍できる環境を行政・経
済団体・経営者など様々な機関や人が連携し
て創出する「エコノミックガーデニング」を
実施し、企業の成長・発展を支援し、雇用の
創出や税収の増加を図る。

魅-1-④

進捗状況 計画通りできなかった理由

備考

備考

計画通りできなかった理由

備考

平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○中小企業振興基本条例の制定
○ニーズ調査、企業間ネットワークの構築
◎大麻地区の活性化の推進

計画通りできなかった理由

生産者による新商品の開発
は、目標1件に対し、2件の
実績があったものの、六次
産業化法による事業計画の
認定を受けた取組は従前の
３件に留まったため。

事　業　概　要

　国の伝統的工芸品である大谷焼の技術・技
法の保護に努め、大谷焼陶業協会とともに振
興計画を推進し、各種支援を継続することに
より地場産品の振興を図る。

事 務 事 業 名

　生産者、商工事業者、観光協会と連携し、本市の農
水産物や加工品等のトップセールスを実施した。
　果実酒・リキュール特区制度を活用した取り組みを
推進し、梨ワイン、スダチリキュールが製造販売され
た。市内生産者等の6次化への支援強化を図り、
ティーバッグレンコン茶、干し芋が開発された。
○生産者等の自主的取り組み数
目標10件、実績3件

　関係機関との連携のもと、農漁業の６次産
業化や農商工連携への取り組みを進め、生産
者の所得確保や付加価値の拡大、新ビジネス
の創出による産業の高度化を図る。 

魅-1-②
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第1章 第1節　豊かで活力あふれるまち　なると

【01 産業の振興と経営基盤の充実強化－(3)企業誘致の推進】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【02 雇用の安定と勤労者福祉の向上－(1)就業機会の拡大】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【03 農業の振興－(1)農業経営の安定化とブランド化の推進】 （単位：千円）

決算見込み

321

-

( 321 )

38,807

平成２７年度事業費

平成２７年度事業費

37,159

( 38,807 )

1,547

　人材を求める企業と求職者のマッチングを
促進することで、地場産業の振興に寄与す
る。

平成２７年度事業費

2,390

魅-1-③

計画どおり

事 務 事 業 名

進捗状況

農林水産課担当課

平成２７年度実施内容

担当課

No.90

商工政策課

計画どおり

進捗状況

企業誘致推進事業

平成２７年度実施内容

住-3-⑥

No.101

商工政策課

＜平成27年度の取り組み＞
○合同就職面接会の開催

　徳島労働局との雇用対策協定に基づき、合同就職面
接会、企業見学ツアー・ミニ面接会を開催した。ま
た、求職者支援訓練を実施した。

担当課

事　業　概　要

事　業　概　要

　県内外の企業を市内に誘致することによ
り、就業機会の増大や地域経済の活性化等を
図り、活力あるまちづくりを推進する。

住-3-④

事 務 事 業 名 事　業　概　要No.89

計画どおり

計画通りできなかった理由

住-3-⑥

ブランド産地推進事業
（農業）

備考

　遊休地の情報把握、市内への企業立地ニーズの対応
を行った。休校施設の活用検討を含むサテライトオ
フィス誘致のための企業見学ツアー等を実施した。地
域おこし協力隊を任命し、地域活性化支援などを行っ
た。
　企業立地奨励条例による補助金交付を行ったほか、
市外事業者誘致のため補助金制度の検討を行った。ま
た、徳島県と連携し、地域再生計画を策定した。

住-3-⑤

計画通りできなかった理由

備考

計画通りできなかった理由

備考

＜平成27年度の取り組み＞
○遊休資産情報の活用による立地希望業者とのマッチ
ング
○サテライトオフィス誘致の推進
◎地域おこし協力隊制度の活用
◎企業立地奨励条例による補助金の交付

＜平成27年度の取り組み＞
○農協等との連携によるブランド化の推進
○外来生物対策の実施

　農協等の関係機関と連携して農産物のＰＲを行っ
た。市内産直、ブランド化イベント（鳴門らっきょの
花祭り等）の開催を支援した。また、れんこん食害対
策を行い、ブランド産地の生産振興を図った。

　ブランド戦略の基本方針や振興計画等を定
めた「鳴門ブランド戦略計画書」に基づき、
関係機関と連携しながら生産・流通・販売振
興に取り組み、本市農産物の総合ブランド化
を図る。

鳴門市合同就職面接会開
催事業

進捗状況

事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容
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第1章 第1節　豊かで活力あふれるまち　なると

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

【03 農業の振興－(2)農業の高度化】 （単位：千円）

決算見込み

平成２７年度事業費

－

214

平成２７年度事業費

41,250

－

備考

備考

10,500

悪天候により、イベント
入場者数が、目標数を下
回ったため。

300

事 務 事 業 名 平成２７年度事業費No.104

事 務 事 業 名 事　業　概　要

　認定農業者及び農業生産法人等の担い手の
育成・確保や農地の効率的利用促進、耕作放
棄地の解消を目指し、引き続き、経営改善計
画の作成指導や優良農地の担い手への利用促
進と農業の高度化を進める。

No.103

No.102

農業担い手育成対策事業

　就農を希望する人・法人等に対する支援等
に取り組み、多様な農業生産形態による本市
農業の担い手を育成・確保する。

農業担い手育成対策事業
（新規就農総合支援事
業）

人-1-⑦

平成２７年度実施内容

未達成

計画どおり

担当課

平成２７年度実施内容

農林水産課

＜平成27年度の取り組み＞
○認定農業者及び農業生産法人等の育成・確保
○農地の効率的利用促進

　認定審査会を開催し、認定農業者の更新、市内各農
協等と連携した新規認定農業者を確保した。また、認
定審査にあたり、地域内のＪＡ・県農業支援センター
と連携し、効率的な経営改善計画の作成指導に努める
ことで、農地の効率的利用促進に努めた。認定農業者
数は397件であった。

農林水産課

事　業　概　要

進捗状況

進捗状況 計画通りできなかった理由

備考

計画通りできなかった理由

事 務 事 業 名

計画通りできなかった理由

人-1-⑦

進捗状況

担当課 農林水産課

＜平成27年度の取り組み＞
○青年就農給付金制度による支援など

担当課

　農協・県等と連携した農業技術・経営に関する指
導、耕作農地の紹介や、あっせん、農業委員等との連
携や、連動による就農相談など、新規就農者への支援
に総合的に取り組んだ。
　青年就農給付金や経営体育成支援事業による具体的
な支援に取り組み、新規就農者を新たに２件確保し
た。

＜平成27年度の取り組み＞
○公設市場まつり、ウチノ海新鮮市開催による地産地
消推進

　鳴門ウチノ海新鮮市、農水産物フェア等の産直市、
食のワークショップ等に取り組み、地元食材について
考える機会を設け、地元食材の利用促進と食育を推進
した。
○食育・産直・地産地消イベント来場者数
目標21,000人、実績9,370人

魅-1-③

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

　新鮮かつ安全、安心な市内農水産物を生産
者自らが販売する場所や環境の整備を図ると
ともに、市内での地元食材の流通拡大による
地産地消を推進する。

地産地消推進事業
人-1-①

計画どおり
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第1章 第1節　豊かで活力あふれるまち　なると

【03 農業の振興－(4)農業生産基盤の整備】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【05 林業の振興－(1)緑豊かな森林の整備】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【06 水産業の振興－(1)漁業生産基盤の整備】 （単位：千円）

決算見込み

【06 水産業の振興－(2)漁業経営の安定化とブランド化の推進】 （単位：千円）

決算見込み

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

1,202

( 1,622 )

備考

58,065

52,882

( 58,065 )

No.105 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

　農地・水・環境の良好な保全と質的向上を
図るため、地域による共同活動や農業者によ
る営農活動を総合的に実施する。

No.107 事 務 事 業 名 事　業　概　要

多面的機能支払交付金事
業

担当課 農林水産課

平成２７年度実施内容

ほぼ計画どおり

No.106

　野生鳥獣による農作物への被害が大きいた
め、農作物への被害防止と野生生物との棲み
分け・共存を図る。

進捗状況

計画通りできなかった理由

計画どおり 1,622

進捗状況 平成２７年度実施内容

鳥獣被害対策事業

担当課

備考

　漁業環境の悪化や水産資源の枯渇による漁
獲高の減少対策として、漁場の環境保全に努
め、安定的な漁業生産を図る。 2,683

平成２７年度事業費

堆積物の量は、毎年の気象
状況によって変わるが、堆
積物除去量が目標に達しな
かったため。

徳島県海面環境保全推進
事業（掃海事業）

担当課 水産振興室

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

未達成 1,873

備考

魅-1-③
　本市の特産物「鳴門鯛」「鳴門わかめ」等
の販売の促進及び販路の拡大により、本市の
基幹産業である水産業の振興を図る。

ブランド産地推進事業
（水産）

担当課 水産振興室

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

4,172

＜平成27年度の取り組み＞
○県内外でのキャンペーンの実施

　本市特産品の鮮魚や農産物・加工品などを販売する
農水産物フェア及びうずトラ市を開催した。イベント
集客力強化のため、市外への広報を行ったほか、子ど
も向けコンテンツの充実を図った。

計画どおり 3,653

No.108 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○地区自然保全協議会等の活動支援

　市内19団体が行う、農村資源（農道・水路・パイ
プライン）などの保全管理や、農村環境の向上を目的
とした植栽等の活動を支援した。

＜平成27年度の取り組み＞
○捕獲檻及び侵入防止用保護柵の設置

　鳴門市有害鳥獣駆除対策協議会に委託し、防護柵設
置等により、サルやイノシシの有害鳥獣駆除を行っ
た。

＜平成27年度の取り組み＞
○海底堆積物の除去

　徳島県北部底曳網協会所属の小型底曳網船により、
播磨灘沖に沈降する堆積物を除去し、廃棄物処理業者
に引き渡し処理した。
○堆積物除去量：目標79㎥、実績53㎥

農林水産課

事　業　概　要事 務 事 業 名
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第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

第1章　うきうき活力と魅力あふれるまちづくり
第2節　伝えたい　魅力あふれる まち　なると  

　観光

　国際・国内交流

　文化財

【01 観光・交流のまちづくり－(1)観光ブランドづくり】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

-

( 13,123 )

13,123

　広域エリアからのさらなる誘客を図るた
め、鳴門海峡の世界遺産化に取り組むなど、
市内各観光地のブランド化を推進する。

計画通りできなかった理由

2,313

観光振興課

計画どおり

備考

計画通りできなかった理由

大鳴門橋開通30周年を記念
して、新たなイベントを企
画するなど誘客を図った
が、徳島ヴォルティスのJ2
降格などの影響を受け、観
光入込客数は昨年度並みに
推移した。

備考

阿波踊り振興事業

進捗状況

魅-1-⑤

(2)国内外の観光客受け入れ態勢の整備
(3)観光情報の発信強化

02 国際・国内交流の推進

観光振興課

(4)にぎわいと交流の創出

【基本事業】

(3)交流の情報発信

(1)交流のひとづくり
(2)交流のものづくり

【政策】 【施策】

事　業　概　要

-

事 務 事 業 名

未達成

平成２７年度実施内容         

平成２７年度事業費

( 2,313 )

No.93

事 務 事 業 名 平成２７年度事業費

01 観光・交流のまちづくり

(1)文化財保護意識の醸成03 文化財の保護と活用

(1)観光ブランドづくり

事　業　概　要

(2)文化財の保護と活用

担当課

進捗状況

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○協議会における鳴門海峡の渦潮世界遺産化の推進
○鳴門海峡と四国八十八箇所を回る旅行商品の企画・
造成に対する助成

平成２７年度実施内容         

＜平成27年度の取り組み＞
○阿波おどりにおける吉本新喜劇とのコラボ事業
○大鳴門橋開通30周年記念として花火大会の規模拡
大など

　大鳴門橋開通30周年として、吉本新喜劇鳴門公演
を開催したほか、阿波おどりでは、「鳴門市阿波おど
りPR大使」の石田靖氏をはじめ、3日間を通じて多
数のゲストが来場し会場を盛り上げた。
　納涼花火大会では、打上発数を例年の約2倍である
1万発に拡大した。また、有料観覧席についても前年
度に比べ200席多い1,200席設置し、完売した。

　本市を代表する観光資源である鳴門市阿波
おどり・納涼花火大会の魅力を高め、県外か
らの観光客の増加を目指す。

　協議会では、文化・自然分野の学術調査及び日本遺
産登録申請を行った。また、ポスターやグッズの作
成、ホームページの開設、講演会の実施など普及啓発
活動を推進した。
　市においては、AR（拡張現実）を活用したパンフ
レットの配布や、鳴門海峡と四国八十八箇所を回る旅
行商品の企画・造成に対する助成を行うとともに、南
あわじ市の「島びらき」と本市の「渦開き」を共同開
催した。
○観光入込客数
目標2,450,000人、実績1,939,747人

なると観光ブランド化推
進事業（鳴門海峡の世界
遺産化に向けて）

No.92

伝
え
た
い

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち

な
る
と

11



第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

（単位：千円）

決算見込み

【01 観光・交流のまちづくり－(2)国内外の観光客受け入れ態勢の整備】 （単位：千円）

決算見込み

【01 観光・交流のまちづくり－(3)観光情報の発信強化】 （単位：千円）

新

最終事業費

決算見込み

400

備考平成２７年度事業費

平成２７年度実施内容          

事　業　概　要

進捗状況

326

大鳴門橋開通30周年を記念
して、新たなイベントを企
画するなど誘客を図った
が、徳島ヴォルティスのJ2
降格などの影響を受け、観
光入込客数は昨年度並みに
推移した。

　鳴ちゅるうどんのＰＲを行うために、淡路SAや徳
島ヴォルティスのホームゲーム等で、県外の方を対象
に割引券付きチラシの配布を行った。
○観光入込客数
目標2,450,000人、実績1,939,747人

　観光ボランティアガイド養成講座を開催した。受講
者の増加を図るため、各種メディアを活用した広報や
イベント参加等によるPR活動を行ったほか、ガイド
を活用したツアー企画を旅行エージェントに売り込ん
だ。
○観光ボランティアガイド数：目標45人、実績32人

計画通りできなかった理由

備考

　観光キャンペーン及び本市が誇るＢ級グル
メ「鳴ちゅるうどん」のPRにより、観光客
の誘引を図る。

平成２７年度事業費

300

300

観光ボランティアガイド養
成講座の継続実施により、
前年度に比べ、ガイド数は
増加しているが、目標人数
には至っていない。

人-1-⑦

未達成

観光振興課

魅-1-⑤

計画通りできなかった理由

観光ボランティアガイド
育成事業

＜平成27年度の取り組み＞
○観光ボランティアガイド養成講座の開催
○受講者の増加に向けたＰＲ

平成２７年度実施内容          

事 務 事 業 名

観光振興課

「鳴門で鳴ちゅるうどん
を食べよう！」観光PR事
業

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○観光パンフレット、鳴ちゅるうどん割引券付チラシ
等の年間を通した配布
○県内外イベントへの出展、ロケ誘致

　本市の観光資源を紹介・案内できる「なる
と観光ボランティアガイド」を育成し、市民
参加のもとで観光客受入態勢の整備を図る。

担当課

No.95

進捗状況

未達成

No.94 事　業　概　要事 務 事 業 名

No.11 事 務 事 業 名 事　業　概　要

戦略企画課

平成２７年度事業費 備考

魅-1-⑪

　さまざまなツールを活用した広報を戦略的
に展開し、本市のイメージアップと定住人口
の拡大をめざす。

-

イメージアップ戦略推進
事業

( 10,225 )
担当課

進捗状況 平成２７年度実施内容          計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
◎イメージポスターやカレンダーの作成
◎タウン誌等へのイメージ広告等の掲載

10,225

　「鳴門やけん　なると金時編」「鳴門やけん　大谷
焼編」及び、イメージアップポスターを制作・配布を
行うとともに、鳴門の人に焦点を当てたカレンダー
「ナルトメイド」を作成し、市内外への配付及び、販
売を行った。また、ドイツ館のイルミネーションを実
施した。
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第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【01 観光・交流のまちづくり－(4)にぎわいと交流の創出】 （単位：千円）

新

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

新

最終事業費

決算見込み

-

( 2,562 )

備考

2,562

大鳴門橋開通30周年を記念
して、新たなイベントを企
画するなど誘客を図った
が、徳島ヴォルティスのJ2
降格などの影響を受け、観
光入込客数は昨年度並みに
推移した。

平成２７年度事業費

魅-1-⑤

平成２７年度実施内容          計画通りできなかった理由

未達成

　関西圏をターゲットに観光・鳴門をＰＲす
る様々なセールスプロモーションを展開し、
観光客の誘致を図る。

事 務 事 業 名

「橋を渡れば感動の国」
セールスプロモーション
事業

担当課

進捗状況

観光振興課

　「走る広告塔事業」では、関西圏を走る高速バス4
台に本市の観光資源をＰＲするラッピングを施した。
　「ロケ誘致事業」では、各種メディアへのアプロー
チを積極的に行い、「ジモイチドライブ」などの番組
で本市の観光資源をPRした。
　「交通広告事業」では、大鳴門橋開通30周年記念
「吉本新喜劇×鳴門市阿波おどり」コラボ事業のポス
ター・チラシを関西圏の交通拠点に掲示し、誘客を
図った。
○観光入込客数
目標2,450,000人、実績1,939,747人

＜平成27年度の取り組み＞
○関西圏を走る高速バスへのラッピングによる観光Ｐ
Ｒ
○テレビ局への訪問による「旅番組」「情報番組」な
どのロケ誘致など

No.13 事 務 事 業 名 事　業　概　要

No.96 事　業　概　要

世界記録挑戦事業

担当課 戦略企画課
( 2,186 )

1,558

進捗状況 平成２７年度実施内容        計画通りできなかった理由

完了

＜平成27年度の取り組み＞
◎地場産品を活用した世界記録挑戦

2,186

　平成27年11月、ウチノ海総合公園で世界記録挑戦
イベントを開催した。世界記録の達成により、なると
金時のＰＲと市のイメージアップにつながった。ま
た、「農水産物フェア・地場産品フェア」との同時開
催により、地域ブランドの総合的な振興を図った。
○記録の成功人数：目標628人、実績703人

No.12 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

　未婚化・晩婚化に歯止めをかけ、地域の活
性化を図るため、男女の出逢いの機会を創出
する。

地域婚活支援事業

担当課 戦略企画課

進捗状況 平成２７年度実施内容        

-

( 969 )

平成２７年度事業費 備考

計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
◎出逢いの機会を創出する事業への支援

969

　鳴門市内で婚活イベントを行う事業者に対し、補助
金による支援を行い、市内での出会いの場づくりを支
援した。全部で4件のイベントを支援し、県の補助金
と協調して支援を行った。
○婚活イベント支援数：目標2件、実績4件

　本市の認知度向上による交流人口の拡大と
ブランドの確立を図るため、世界記録に挑戦
する。
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第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

( 1,065 )

( 780 )

-

備考

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費 備考

前年度に比べ参加者数は増
加しているが、新規団体の
申請が予想していたより少
なかったため目標には至っ
ていない。

1,065

計画通りできなかった理由

1,000

780

-

大鳴門橋開通30周年を記念
して、新たなイベントを企
画するなど誘客を図った
が、徳島ヴォルティスのJ2
降格などの影響を受け、観
光入込客数は昨年度並みに
推移した。

備考平成２７年度事業費

平成２７年度事業費

1,020

事　業　概　要

担当課

瀬戸内四都市広域観光推
進事業

魅-2-③

観光振興課

平成２７年度実施内容        

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○プロスポーツを活用したにぎわい創出
○「行きたくなるとＧＯ！！」を活用した県内外での
特産品ＰＲ

魅-2-①

進捗状況

事 務 事 業 名

進捗状況

「頑張れ！ヴォルティス」
なると観光ブランド化・
ホームタウン連携事業

No.98 事 務 事 業 名

事 務 事 業 名No.97

未達成

観光振興課

　台湾をターゲットにしたインバウンド促進事業とし
て、台湾人留学生による、若い女性目線で四都市を紹
介するPR動画を作成し、旅行会社・メディアの招請
により、四都市を周遊する旅行商品の造成及び情報発
信を行った。
　また、四都市共同による広域観光誘致事業として、
神戸ルミナリエにて観光PRブースを設置した。
○観光入込客数
目標2,450,000人、実績1,939,747人

＜平成27年度の取り組み＞
○ビジットジャパン地方連携事業の推進
○圏域における相互誘客等、国内観光客の誘致

ヴォルティス支援室

No.99

　神戸市、倉敷市、琴平町、鳴門市の四都市
が手を結び、広域での周遊ルート設定や観光
誘致により、訪日外客を含む全国からの観光
客の誘致を図る。

進捗状況

　徳島ヴォルティスのホームゲーム会場等を
活用し、本市の観光・物産ＰＲを行う。ま
た、市民の応援機運の醸成を図りながら、ス
ポーツを通じた新たな交流とにぎわいを創出
する。

事　業　概　要

コンベンション誘致支援
事業

未達成

平成２７年度実施内容          

事　業　概　要

担当課

平成２７年度実施内容          

＜平成27年度の取り組み＞
○開催経費の助成（市内宿泊を伴うもの）

　市内または県内で開催される会議やスポー
ツ大会等のコンベンション誘致を推進し、市
内への交流人口増及び地域経済の活性化を促
進する。

ほぼ計画どおり

　新規コンベンションの誘致に努めるとともに、平成
26年度に助成を行わなかった継続大会への助成を
行った。
○コンベンション参加者数
目標13,000人、実績5,580人

　ホームゲームの開催にあわせて、市公式ウェブサイ
トへ試合のみどころを掲載するなど、来場を促した。
また、市民デーでは、キッチンカーを活用した鳴ちゅ
るうどんの販売、わんわん凧づくり体験などで、スタ
ジアムのにぎわいを創出した。
　アウェイゲームでは、鳴門わかめの無料配布や、観
光・物産ＰＲにより、魅力を発信した。

14



第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

【02 国際・国内交流の推進－(1)交流のひとづくり】 （単位：千円）

決算見込み

【03 文化財の保護と活用－(2)文化財の保護と活用】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

平成２７年度事業費

平成２７年度実施内容       

No.134

進捗状況

事　業　概　要

担当課 生涯学習人権課

担当課

計画どおり 2,874

事　業　概　要

計画どおり

計画どおり

事 務 事 業 名

　地域団体と協働し、史跡の環境整備を実施した。
　国指定史跡の申請に向けて、指定申請書を提出し
た。また、これに関する文化庁との協議を行った。

事 務 事 業 名

198

6,494

平成２７年度事業費

福永家住宅・塩田保存活
用事業

魅-2-②
国際・国内交流推進事業

　全国で唯一残る近代化以前の製塩形態を残
す福永家住宅の保存活用を進めるための手法
を検討しながら、公有化した建物・塩田の修
復と公開活用を行う。

進捗状況 平成２７年度実施内容        

担当課

魅-1-⑦

平成２７年度実施内容      

魅-1-⑦

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

6,000

316

計画通りできなかった理由

備考

鳴門板野古墳群整備活用
事業

進捗状況

( 316 )

　阿波の国を代表する古墳時代前期を中心と
する墳墓（大代古墳、宝幢寺古墳、天河別神
社古墳群、萩原２号墓の４件・９基）を一括
して国指定史跡化し、保存活用を進める。

生涯学習人権課

備考

2,911

計画通りできなかった理由

備考

　海外の姉妹都市や友好都市等及び国内の親
善都市との交流事業を推進し、市民の国際理
解と相互理解を深める。

魅-1-⑥

事 務 事 業 名 事　業　概　要

No.133

＜平成27年度の取り組み＞
○国指定史跡の申請書提出

No.32

＜平成27年度の取り組み＞
○第21回鳴門市姉妹都市親善使節団の派遣

　第21回鳴門市姉妹都市親善使節団（大人21人・青
少年12人）をリューネブルク市に派遣した。大人の
使節団員は、恒例のホームビジットのほか、リューネ
ブルク市文書館所蔵の板東俘虜収容所関係資料の見学
などを行い、両市の結びつきを再認識した。また、青
少年の派遣人員及び日数を増やし、現地での学校訪問
やホームステイを通して若い世代の交流を促進した。

　保存活用計画の策定に向け、「保存管理の現状」と
「保護の方針」の案を作成した。
　保存活用検討委員会を開催して、保存活用の現状に
関する意見を聞き、今後の活用や計画に関する検討を
行った。
　地域住民やボランティアと協働し、一般公開事業を
実施するとともに、排水施設の地元への管理委託を開
始した。

＜平成27年度の取り組み＞
○保存活用計画の策定に向けた調査
○一般公開事業の実施

文化交流推進課・観光振興課
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第1章 第2節　伝えたい　魅力あふれるまち　なると

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

-

5,384

進捗状況

No.136

魅-1-⑦

平成２７年度実施内容          

板東俘虜収容所整備活用
事業

5,177

No.135 事 務 事 業 名

-

　市内で生産・使用された民俗資料及び埋蔵
文化財出土資料の保護・活用を推進する。

事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容         
生涯学習人権課

事　業　概　要

　ドイツ村公園と第一次世界大戦時の外国人
俘虜収容所として全国で唯一残る板東俘虜収
容所跡の国指定史跡化を目指し、史跡指定後
には、観光・生涯学習の拠点として整備す
る。

事　業　概　要

計画通りできなかった理由

民具資料等の貸出をおこ
なって活用に努めたが、展
示収蔵環境の整備や、資料
の整理は十分できなかっ
た。

備考

備考

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○土地所有者・管理者との協議・調整
○指定範囲（北部）の境界確認

計画どおり

生涯学習人権課

未達成

担当課

市域内出土収集文化財活
用事業

　土地所有者の同意取得に必要な境界確認に関する土
地の登記簿等、資料調査を行った。
　2ヶ年度で行う境界確認作業のうち、指定申請範囲
の北部について作業を実施した。

＜平成27年度の取り組み＞
○出土収集資料の貸し出し
○収蔵資料の整理

　出土収集資料の貸し出し及び、収蔵資料の整理・展
示環境の整備を行った。
○展示収蔵施設の確保・整備：目標70％、実績55％

進捗状況
担当課
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

第2章　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり
第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

　人権

　男女共同参画

　地域福祉

　高齢者福祉

　障がい者福祉

　低所得者福祉

　保健・医療

　社会保障

【政策】 【基本事業】

(1)人権行政の推進

(2)あらゆる分野での男女共同参画の実践

【施策】

(6)男女共同参画推進条例の制定と推進

09 後期高齢者医療制度の円
滑な実施

(1)保険制度の周知
(2)保険料収納率の向上

10 介護保険制度の円滑な実施 (1)健全財政の確立と制度の維持
(2)要介護認定及び介護給付の適正化

(3)健康相談機能の充実
(4)医療の充実

08 国民健康保険制度の円滑
な実施

(1)健全財政の確立
(2)医療費適正化の推進
(3)特定健診・特定保健指導の推進

05 障がい者福祉の推進

06 低所得者福祉の推進 (1)被保護世帯の生活の安定と自立

07 健康・医療対策の推進 (1)健康増進計画「健康なると21」の推進
(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実

(3)生活環境の整備充実
(2)福祉サービスの充実

(2)低所得者福祉の充実

(1)社会参加の促進

03 地域福祉の総合的推進 (1)地域福祉意識の高揚
(2)地域で支え合う福祉活動の推進

04 高齢者福祉の推進 (1)生きがいと健康づくりの推進

(3)支え合いのまちづくり

(4)地域福祉計画の策定

(2)安全・安心のまちづくり

(3)人にやさしいまちづくりの推進

01 人権の尊重
(2)人権教育の推進

02 男女共同参画社会の実現

(3)女性に対する暴力の防止・被害者支援の充実

(4)男女が働きやすい労働環境整備の推進
(5)男女がともに自立できる福祉の充実

(1)男女平等意識づくりの推進

(3)地域包括ケア体制の確立と推進
(4)介護予防事業の拡充・推進
(5)包括的支援事業及び任意事業の推進

(6)介護サービスの適正整備、地域密着型サービス
の整備・管理

11 国民年金制度の推進 (1)加入勧奨
(2)年金相談の充実

ひ
と
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
ら
げ
る
ま
ち

な
る
と
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【01 人権の尊重－(1)人権行政の推進】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

( 442 )

436

人権文化祭開催事業

事　業　概　要

計画どおり

人権福祉センター担当課

進捗状況

No.137 平成２７年度事業費

人権地域フォーラム開催
事業

計画通りできなかった理由

870

備考

275

計画通りできなかった理由

ほぼ計画どおり

備考平成２７年度事業費

　「ひとごと」から「わがこと」へをキー
ワードに、一人ひとりの人権意識の高揚を図
る人権地域フォーラムを開催する。

平成２７年度実施内容       

進捗状況

事 務 事 業 名

担当課 生涯学習人権課

ほぼ計画どおり

平成２７年度実施内容         

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

　人権や男女共生に関して理解と認識を深
め、問題意識を持ってもらうとともに、「男
女共同参画社会」の実現に向けた取り組みを
推進する。

人権啓発推進事業

担当課 人権推進課

事 務 事 業 名

進捗状況 平成２７年度実施内容         

No.62

No.60 事 務 事 業 名 備考事　業　概　要

442

925

152

＜平成27年度の取り組み＞
○人権の花運動実施
○人権セミナーの開催
◎人権スポーツ教室の開催

　人権の花運動として、大麻中学校区の３小学校にて
花の苗を配布したほか、同和問題・男女共同参画を含
む人権セミナーを計5回開催した。
　徳島インディゴソックス・日赤徳島県支部との連携
により、市内7箇所の児童クラブで、ふれあい人権ス
ポーツ教室を開催し、幼少期からの人権に対する意識
啓発を行った。

＜平成27年度の取り組み＞
○人権文化祭の開催

　第42回鳴門市人権文化祭を開催した。移動展の充
実や、開催期間日時の延長など、文化祭に参加しやす
い環境づくりを行い、来場者数の増加につなげた。ま
た、26年度に引き続き小学生児童を対象に同和カル
タ大会を開催した。

  鳴門市と板野郡５町の共催により、地域に根ざした
人権啓発の在り方を、共に学び共に考えるため、パネ
ルディスカッション形式で人権問題研修会を実施し
た。

＜平成27年度の取り組み＞
○人権地域フォーラムの開催

事　業　概　要

　人権文化祭を開催し、保育所、幼稚園、
小・中・高等学校、行政及び市民による人権
問題に関する作品の展示及び講演会などを通
じて、あらゆる人権が尊重されるまちづくり
を推進する。
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

（単位：千円）

決算見込み

【01 人権の尊重－(2)人権教育の推進】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

516

( 541 )

担当課

平成２７年度実施内容        

No.139

No.140

　これまでの同和教育・啓発の手法を生かし
ながら、本市における人権教育・啓発を構
築、実践する研究大会を開催する。

担当課

生涯学習人権課

平成２７年度実施内容         

ヒューマンライツメッ
セージなると開催事業

生涯学習人権課

進捗状況

生涯学習人権課

事 務 事 業 名 事　業　概　要No.138

事 務 事 業 名

ほぼ計画どおり

事 務 事 業 名

人権教育研究大会開催事
業

平成２７年度実施内容         

　大麻中学校校区の幼・小・中と桑島保育所で開催し
た。人権問題の解決を目指して、研究大会において就
学前・学校・社会教育の関係者が討議した。各会場で
公開授業や保育が行われた後、分科会として研究討議
を行なった。

計画通りできなかった理由

＜平成27年度の取り組み＞
○ヒューマンライツメッセージの開催

　小・中・高・大学生による意見発表や、講師を招い
ての講演会を実施した。会場には、人権文化祭等で展
示したパネルを展示するなど、人権問題の啓発を行っ
た。
○参加人数：目標130人、実績77人

計画通りできなかった理由

備考

備考

541

　一人ひとりが人権に関する正しい理解と認
識を深め、人権尊重のまちづくりを推進する
ため、小・中・高・大学生による人権作文の
発表や、人権問題講演会を開催する。

＜平成27年度の取り組み＞
○人権研究大会の開催（大麻中学校区）

　関係団体等へ開催周知を
行ったが、幅広く周知がで
きなかったため、参加人数
が減少した。

担当課

備考

事　業　概　要

進捗状況

未達成

計画通りできなかった理由

事　業　概　要

平成２７年度事業費

平成２７年度事業費

1,190

164

平成２７年度事業費

55

1,190

＜平成27年度の取り組み＞
○推進協議会の活動支援

　「差別のない明るく豊かなまちづくり」の実現に向
け、推進協議会が実施する各種行事や人権教育や啓発
活動に対する支援を行い、市民への人権意識の啓発を
促進した。

　本市における社会人権教育推進の中核をな
す鳴門市人権教育推進協議会の活動への支援
を行う。

鳴門市人権教育推進協議
会支援事業

計画どおり

進捗状況
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【02 男女共同参画社会の実現－(3)女性に対する暴力の防止・被害者支援の充実】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【04 高齢者福祉の推進－(1)生きがいと健康づくりの推進】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

4,154

( 5,871 )

計画通りできなかった理由

備考

平成２７年度事業費 備考

高齢者無料バス優待事業

事　業　概　要

6,492

　市内のバス路線について、高齢者の移動手
段を確保し、閉じこもり防止や社会活動参加
の機会の増加を促すため、バスの無料優待券
を交付する。

人権推進課

事 務 事 業 名

　鳴門市老人クラブの育成を通じ、高年齢者
の積極的な地域参加や生きがいづくりを進
め、高齢者福祉の増進を図る。

平成２７年度実施内容         

女性子ども支援事業

担当課

3,082

5,871

長寿介護課担当課

人-2-⑥

老人クラブ活性化促進事
業

住-2-⑥

事 務 事 業 名No.61

計画通りできなかった理由

　DV等被害者の相談事業
について効果検証するには
難しい事業であるが、結果
の数値は性質上、受動的で
あるため、指標目標には達
しなかった。

備考

計画通りできなかった理由

事　業　概　要

担当課

No.54

ほぼ計画どおり

　「鳴門パートナーシッププランⅡステー
ジ」に基づき、近隣自治体と連携を深めつ
つ、DVや児童虐待の救済支援と防止及び性
同一性障がいに対する相談業務を行う。

平成２７年度実施内容        

進捗状況

長寿介護課

進捗状況

進捗状況 平成２７年度実施内容         

No.55 事 務 事 業 名

ほぼ計画どおり

平成２７年度事業費

3,082

平成２７年度事業費

5,915

( 6,492 )

＜平成27年度の取り組み＞
○男女共同参画推進条例の推進
○女性子ども支援センターでの相談業務

　鳴門市男女共同参画推進条例を施行し、出前講座や
セミナー等により市民全体の意識啓発を図った。
　ＤＶ被害者の就労支援を徹底し、母子の経済的自立
と職場や地域の担い手となるよう人材育成を図ったほ
か、DV支援について近隣自治体との連携を図るた
め、阿南市と支援協定を締結した。
○ＤＶ被害者等に対する対応・支援の延べ件数
目標4,500件、実績3,578件

事　業　概　要

未達成

＜平成27年度の取り組み＞
○老人クラブ運営費の助成
○友愛訪問員活動の推進

　老人クラブ活動の活性化を推進するため、介護予防
リーダーのクラブ活動を支援するとともに、市が実施
する介護予防事業やサロン等に活動の場を提供した。
また、地域包括支援センターとの交流会を開催したほ
か、介護予防普及研修会の講師派遣を行った。

＜平成27年度の取り組み＞
○無料バス優待券の交付（全線適用）

　高齢者の移動手段を確保するため、市内バス路線に
おける無料優待券を交付した。また、利用状況の把握
のため、7月と10月に利用者数の調査を行った。
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【05 障がい者福祉の推進－(1)社会参加の促進】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

新

決算見込み

【05 障がい者福祉の推進－(3)生活環境の整備充実】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

　市民参加のもと、地域で支えあい助け合う
まちづくりをめざして、地域福祉計画及び地
域福祉活動計画を策定する。

ほぼ計画どおり

鳴門市地域福祉（活動）
計画策定事業

担当課 社会福祉課

進捗状況

No.64 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

事　業　概　要

平成２７年度実施内容   

進捗状況 平成２７年度実施内容   計画通りできなかった理由

ほぼ計画どおり 1,314

心身障害者等無料バス優
待事業

担当課 社会福祉課
( 1,314 )

949

備考

備考

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

1,549

1,124

60,433

＜平成27年度の取り組み＞
◎地域福祉（活動）計画策定委員会の設置
◎福祉に対するニーズ調査の実施

　地域福祉（活動）計画策定合同事務局を設置し、鳴
門市地域福祉計画等の策定プランをまとめた。
　地域住民を対象としたアンケートを実施し、各地
域・年齢・分野別に地域福祉に関する市民意識の調査
を行った。また、 広報を活用し、住民への地域福祉
に対する広報啓発を行った。

計画どおり

　地域社会における共生の実現をめざし、日
常生活に関する相談や、社会参加のための支
援など、障がい者（児）を対象とした障がい
福祉サービスの充実を図る。

事 務 事 業 名 事　業　概　要

事 務 事 業 名

進捗状況

　市内のバス路線について、障がい者の移動
手段を確保するため、バスの無料優待券を交
付する。

担当課

No.65

No.63

57,777

平成２７年度事業費

平成２７年度事業費

　声の広報制作など障がい者の特性に応じた事業を実
施するとともに、障がい者理解の促進に努めた。ま
た、障がい者の地域生活を効果的に支援するため、
「鳴門市自立支援協議会」の部会活動を通し、就労支
援、地域移行・地域定着支援に関する講演会、グルー
プワーク等の実施により、相談支援事業者や障害福祉
ｻｰﾋﾞｽ事業者、企業、医療機関等関係者の資質向上、
連携強化を図った。

＜平成27年度の取り組み＞
○相談支援事業、意思疎通支援事業などの必須事業の
実施
○声の広報制作など任意事業の実施

平成２７年度実施内容   

社会福祉課

地域生活支援事業

　市内バス路線の全線における無料優待券を交付し
た。障害者手帳交付者への案内通知に申請時の必要書
類を記載するとともに、手帳交付時にも情報提供を行
い、申請を促した。

＜平成27年度の取り組み＞
○無料バス優待券の交付
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【07 健康・医療対策の推進－(1)健康増進計画「健康なると21」の推進】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

計画通りできなかった理由

　健康増進計画「健康なると２１（第二
次）」に基づき、肥満予防やたばこ対策等の
取り組みを推進する。

事　業　概　要 備考

計画どおり

No.43

平成２７年度実施内容         

食生活改善事業

住-2-④

事　業　概　要

143

790

進捗状況

ほぼ計画どおり

備考

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

581

計画通りできなかった理由

備考

159

担当課

計画どおり

No.45

健康政策課

　自殺に関する正しい知識の普及を図るとと
もに、メンタルヘルスに対する意識啓発や相
談機会の提供により、自殺予防対策を推進す
る。

進捗状況

No.44

担当課

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

　食生活改善推進員（ヘルスメイト）との協
働により、市民の健康づくりや食生活改善、
食育の推進を図る。

健康政策課

事 務 事 業 名

担当課 健康政策課

自殺予防対策事業

事 務 事 業 名

平成２７年度事業費

健康なると２１推進事業

進捗状況

525

850

平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
◎スロージョギング教室の開催
◎生活習慣病予防のための幼児の運動教室の開催
○お元気ＳＵＮＲＯＯＭの利用促進

　成人の生活習慣病予防を目的に、健康ジョギング教
室を開催し、教室終了後も継続して実施できるよう、
地域の総合型スポーツクラブや自主活動クラブを紹介
した。
　幼児の肥満予防及び親子での運動習慣の確立のため
に、キッズ運動教室を実施した。総合型スポーツクラ
ブとの連携により、地域で小児の運動指導ができる人
材を育成し、教室終了後も継続して運動できる機会を
設けた。
　庁舎内や量販店での健康相談の実施など利用促進を
図った。

＜平成27年度の取り組み＞
○ヘルスメイト養成講座の開催
○栄養教室の開催による食育の推進

　地域での食育を推進するヘルスメイトの養成講座を
実施し、男性２名を含む１０名の新規会員を養成し
た。また、「鳴門わかめ」をテーマとした食のワーク
ショップを開催した。

平成２７年度実施内容

事 務 事 業 名

住-2-④

＜平成27年度の取り組み＞
○絵本をテーマとした講演会の開催

　自死遺族であり、大人が絵本を読むことの大切さに
ついて、講演活動をしている著名な作家を講師に招い
て、平成24年度から継続実施している「絵本」を
テーマにした講演会を開催した。
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【07 健康・医療対策の推進－(2)健康意識の高揚と保健予防活動の充実】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

計画どおり 2,849

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

備考

計画通りできなかった理由

備考

平成２７年度事業費

平成２７年度実施内容         

健康政策課

進捗状況

担当課

ほぼ計画どおり

進捗状況

担当課 健康政策課

平成２７年度実施内容         

　すべての妊婦が安心して妊娠・出産を迎え
ることができるよう、妊娠全期間を通じて、
妊婦健診の補助を行う。

母子保健事業（妊婦一般
健康診査事業）

No.47 事　業　概　要

No.46

がん検診事業

進捗状況

計画どおり

備考No.48 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由平成２７年度実施内容

　子どもの健やかな成長・発達を支援するた
め、保健師、保育士、幼稚園教諭等の連携強
化を図り、就学に向けた継続的な支援体制を
整備する。

担当課 健康政策課

＜平成27年度の取り組み＞
○発達支援相談の実施（幼稚園年少相当児）
○啓発講演会の開催

　幼稚園年少児相当（4，5歳児）の幼児全員を対象
に事業を実施した。２回目の相談においては、保護者
への相談対応だけでなく、幼稚園現場において、相
談・指導を実施し、支援体制の充実を図った。
　また、鳴門教育大学の公開講座を活用し、発達障が
いに関する啓発を行った。

－

( 2,849 )

子どもの発達支援事業

事 務 事 業 名

37,819

44,394

22,559

30,294

＜平成27年度の取り組み＞
○胃がん・肺がん等各種がん検診の実施
◎胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）の導入

　対象者に個人通知を行い、各種がん検診を実施し
た。大腸がん検診は前年度と同様にクーポン券事業を
実施した。子宮がん・乳がん検診は、２０歳、４０歳
を新規対象者としたクーポン券事業と、過去にクーポ
ン券を利用していない対象者に受診勧奨を行う、コー
ルリコール事業において対象者に個人通知を実施し
た。
　市民の胃がん予防に対する意識の高揚を図るため、
40歳代を対象に胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）を
新たに導入した。

＜平成27年度の取り組み＞
○妊婦健康診査の補助（14回）
○健診費用の払い戻し（県外出産）

　母子健康手帳交付時に、妊婦健診の重要性について
説明し、適切な時期の受診勧奨を行いながら、妊婦健
康診査の受診を支援した。また、里帰り等のための県
外で出産した場合の健診費用の払い戻しを実施した。

事　業　概　要

　各種がんの死亡率減少のため、市民のがん
予防に対する意識を高め、早期発見・早期治
療を推進する。

事 務 事 業 名
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【07 健康・医療対策の推進－(4)医療の充実】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

（単位：千円）

決算見込み

No.49 事 務 事 業 名 事　業　概　要

未達成 478

 　産婦人科医療機関や徳島
県歯科医師会の協力のも
と、啓発活動や、受診しや
すい体制の整備を行ってき
たが、妊婦自身への歯周疾
患予防という意識の浸透し
なかったことが要因と考え
られる。

妊婦歯科健診事業

担当課 健康政策課

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費 備考

　妊娠時の歯科健診を推奨し、低出生体重児
や早産の原因の一つである歯周病予防に努め
る。

( 478 )

－

備考

　市民が安心できる地域医療を確保するた
め、夜間休日在宅当番制度の維持・存続や、
二次救急・小児救急の医療の体制を確保す
る。

救急医療対策事業

15,582

( 15,781 )

No.50 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

担当課 健康政策課

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

ほぼ計画どおり 15,781

No.51 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

住-2-④
　生涯をとおして住み慣れた地域で安心して
生活をしていくために、医療機関との連携に
より、市民の健康づくりや健康意識の高揚を
図る。

地域医療を考えるための
医療連携強化事業

担当課 健康政策課

487

進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

未達成 227

連携事業開催日、悪天候で
あったため、当初予定して
いた人数よりも少なかった
ため。

＜平成27年度の取り組み＞
○地域の医療を地域で守るための条例（仮）の制定
○鳴門病院との連携による実践講座の開催

　条例策定審議会を開催したが、介護保険分野との連
携をはじめ、社会状況の変化による国の制度改革等を
考慮し、条例の策定時期を平成２８年度末に変更し
た。
　徳島県鳴門病院との連携事業については、理学療法
士による実践講座は都合により中止となったが、講演
会については継続して実施した。
○連携事業の参加者数：目標250人、実績100人

＜平成27年度の取り組み＞
○妊婦歯科健診の実施
○受診票の配布による受診勧奨

　徳島県歯科医師会と委託契約を締結し、広域的な受
診体制を整えた。徳島大学歯学部や鳴門市歯科医師会
の協力により、平成26年度の妊婦歯科健診受診者の
結果分析を依頼した。
　妊娠届出時の説明や受診票の個別通知のほか、産婦
人科医療機関の協力のもと、ポスター掲示による受診
勧奨を行った。
○妊婦歯科健診を受けた人の割合
目標60％、実績37.6％

＜平成27年度の取り組み＞
○夜間、休日在宅当番医制度の確保
○医療救護施設（災害時）の資機材整備

　鳴門市医師会との委託契約による夜間・休日在宅当
番医制度を継続実施した。病院群輪番制による二次救
急医療機関への補助金を交付した。
　また、災害時の医療救護所用に災害時医療救護資機
材を購入した。
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【08 国民健康保険制度の円滑な実施－(1)健全財政の確立】 （単位：千円）

決算見込み

【08 国民健康保険制度の円滑な実施－(3)特定健診・特定保健指導の推進】 （単位：千円）

決算見込み

平成２７年度事業費 備考

　国民健康保険料・介護保険料・後期高齢者
医療保険料の収納率向上及び納付義務者の利
便性向上を図り、滞納状況の解消に努める。 11,626

担当課 保険課

進捗状況 平成２７年度実施内容

No.52 事 務 事 業 名 事　業　概　要

計画通りできなかった理由

計画どおり 10,153

No.53 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

計画通りできなかった理由

未達成 29,830

　生活習慣病は初期段階で
は自覚症状がなく、また、
既に生活習慣病等で治療中
の者にとっては健診の必要
性の理解が得られにくく、
目標の受診率に達しなかっ
たため。

　40歳から74歳までの国民健康保険被保険
者を対象に健康診査や特定保健指導を行い、
医療費の大部分を占める生活習慣病の予防や
重篤化防止に努める。

47,611
特定健診・特定保健指導
事業

＜平成27年度の取り組み＞
○口座振替利用の促進
○徴収嘱託員による臨戸徴収の実施

　徴収嘱託員による臨戸徴収を継続実施するととも
に、チラシやのぼり旗を作成し、収納率向上に効果の
ある口座振替への加入促進を図った。滞納者には、接
触機会の確保に努めながら、納付意欲の向上を図り、
随時納付交渉を行った。長期・高額の滞納者について
は、差押を視野にいれ、催告書の発送や、職員による
重点的な訪問・電話催促を行った。
○平成27年度収納率　国民健康保険(現年分)：
　目標94.05%、実績94.43%

＜平成27年度の取り組み＞
○特定健康診査・特定保健指導の実施
○未受診者への個別訪問
○チラシ、リーフレットの配布　など

　特定健診対象者に対して、受診券を送付し、受診を
促した。また、受診勧奨リーフレットの同封や、広報
なるとでの啓発のほか、他課イベントや大型商業店舗
でのＰＲ、個別訪問により、受診勧奨を行った。
　頸部エコー検査を組み合わせた巡回健診バスによる
特定健診を、平成26年度の年３回から５回に拡充し
たほか、うち２回をがん検診とセット健診とし、利便
性の向上、健診の充実に努めた。
○特定健診受診率：目標50.0％、実績29.5％

平成２７年度実施内容

保険課

進捗状況

担当課

国民健康保険料収納対策
事業
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第2章　第1節　ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

【10 介護保険制度の円滑な実施－(4)介護予防事業の拡充・推進】 （単位：千円）

決算見込み

【10 介護保険制度の円滑な実施－(5)包括的支援事業及び任意事業の推進】 （単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

新

決算見込み進捗状況 平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
◎鳴門市自立支援ケア会議の開催
◎認知症初期集中支援チームの設置　など

17,679
　既存の地域型センターを支援し、連携・統括する機
関として、平成27年9月、社会福祉協議会内に県内
初となる基幹型包括支援センターを開設した。
　困難事例への対応や自立支援ケア会議の開催、認知
症初期集中支援チームの設置など、地域包括ケアシス
テムの機能強化に努めた。

備考

住-2-⑤ 　市内5ヶ所に設置した地域包括支援セン
ターの機能強化及び後方支援の役割を果たす
ことにより、地域包括ケアシステムの構築を
図る。

25,750基幹型地域包括支援セン
ター

担当課 長寿介護課

No.59 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

住-2-⑤
　高齢になっても地域で自立した日常生活が
営めるよう、生活機能の向上等に向けた各種
事業を実施するとともに、介護予防・日常生
活支援総合事業について、平成２８年４月移
行開始を目指し、順次モデル的な実施や生活
支援サービス創出への支援を行う。

51,338

備考

地域支援事業（介護予防
事業）

担当課 長寿介護課

平成２７年度事業費

進捗状況 平成２７年度実施内容

　平成28年度の介護予防・日常生活支援総合事業
（新総合事業）開始に向け、現状分析や制度設計、事
業者等への説明やモデル事業の実施を行った。
　元気高齢者を対象にした従来からの介護予防事業
や、運動機能の低下がみられる高齢者を対象にした、
二次予防事業を推進した。

事 務 事 業 名

77,991

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

計画どおり 44,709

平成２７年度実施内容

No.57

計画どおり 74,455

地域支援事業（包括的支
援事業及び任意事業）

担当課 長寿介護課

進捗状況

＜平成27年度の取り組み＞
○地域包括支援センターの機能強化
○在宅医療・介護連携の推進に向けての検討
○介護給付費等適正化の推進

　地域包括支援センターを拠点として、高齢
者が住み慣れた地域において、自立した生活
を送ることができるよう支援を行うととも
に、介護給付費等の適正化などの事業の実施
により地域包括ケアシステムの構築を図る。

　在宅医療・介護連携事業の推進に向けた検討を行う
とともに、給付費等の適正化を図った。
　地域包括支援センターや高齢者総合相談窓口におい
て高齢者の様々な相談に応じ支援を行った。

＜平成27年度の取り組み＞
◎訪問型・通所型生活リハビリテーションモデル事業
の実施
○住民の自主運営によるサロン活動への支援策の検討
◎新総合事業におけるサービス創出を目的とした、説
明会や生活支援サービスのモデル事業などの実施

住-2-⑤

事　業　概　要

No.56 事 務 事 業 名
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第2章　第2節　子どもたちの笑顔と歓声が聞こえるまち　なると

第2章　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり
第2節　子どもたちの笑顔と歓声が聞こえるまち　なると 

子どものまち

児童福祉

ひとり親家庭等の福祉

【01 地域で子どもを育てる活動支援－(3)子どもがすくすく育つまちづくり】 （単位：千円）

決算見込み

【02 児童福祉の推進－(1)子どもの健やかな成長支援】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

No.66 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

平成２７年度実施内容         

504
子どものまち推進事業

　仕事などで昼間保護者のいない家庭の児童
を対象に、放課後、学校の余裕教室や児童館
等を活用し、遊びや生活の場を提供すること
で、健全育成を図る。

放課後児童健全育成事業

368

77,239

( 82,206 )

(3)子どもがすくすく育つまちづくり

(4)要保護児童への支援

02 児童福祉の推進 (1)子どもの健やかな成長支援
(2)保育所の機能充実

備考

(3)子育て家庭への支援

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 地域で子どもを育てる活動支援 (1)次世代育成支援の推進

(2)子どもが自ら学び、考え、行動する
   まちづくり

03 ひとり親家庭等の自立支援の推進 (1)子育て支援及び生活の場の整備
(2)経済的自立の支援
(3)相談・指導体制の充実

平成２７年度事業費事 務 事 業 名

未達成

新たに地域で活動してもら
える団体に呼びかけなど
行ったが、結果的に１団体
の加入となり、目標達成に
は至らなかったため。

No.67

子どもいきいき課担当課

計画通りできなかった理由進捗状況

備考

計画通りできなかった理由

　「子どものまち宣言」の趣旨に沿い、地域
で子どもを育てるという視点に立ち、市民み
んなが「子どものまちづくり」について考え
る機会をつくる。また、子どもたちに対して
様々な体験活動の機会の提供を図る。

子どもいきいき課

進捗状況 平成２７年度実施内容         

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○子どものまちフェスティバルの開催
○なると再発見子どもバスの実施

   子どもたちの主体的な体験活動を支援するため「子
どものまちフェスティバル」を開催した。また、「な
ると再発見子どもバス事業」では、鳴門の自然や文化
などを再確認する体験活動を行った。
○鳴門市子どものまちづくり推進協議会新規加入団体
目標2団体、実績1団体

事　業　概　要

82,206計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○地域と連携した児童クラブの運営

　地域の児童クラブ運営委員会に事業を委託し、放課
後児童の安全と健全な育成を図った。また、各児童ク
ラブ運営委員会及び支援員と連携し、円滑な事業運営
を支援した。
　休止中の児童館で事業を実施している２児童クラブ
の施設整備について検討を進めた。
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（単位：千円）

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

決算見込み

【02 児童福祉の推進－(2)保育所の機能充実】 （単位：千円）

最終事業費

決算見込み

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費 備考

-

( 235 )

-

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○読み聞かせの実施（４・9か月健診時）
○絵本贈呈

平成２７年度事業費

進捗状況

235

事　業　概　要

平成２７年度実施内容         

進捗状況

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○専門家による助言及び指導

子どもいきいき課

No.69

ほぼ計画どおり

計画通りできなかった理由

担当課

平成２７年度実施内容         

　育児不安を抱える保護者や軽度の発達障が
いが疑われる乳幼児をできるだけ早期に把握
し、関係機関の連携により継続的な支援を実
施する。

( 722 )

　4か月、9か月乳児の健診時を活用し、絵本の読み
聞かせと絵本の贈呈を行った。
　４か月健診に来られなかった保護者には、健康づく
り室と連携をとり家庭訪問時の案内等により対応し
た。

No.70 事 務 事 業 名

722

担当課

地域子育て支援拠点事業
（商業施設活用）

子どもいきいき課

事 務 事 業 名

12,100

備考

計画通りできなかった理由

　絵本を通じて親子の絆を深め、子どもの豊
かな人間性を育むため、絵本との出会いの場
の提供や親子で絵本に親しむ環境づくりを進
める。

事　業　概　要

平成２７年度実施内容         

備考No.68 事　業　概　要

住-2-①

12,100

子育て支援体制整備事業
（保育所等巡回相談事
業）

　アンケ－ト調査を行い、１０ヶ所の保育所で巡回相
談を実施した。支援が必要と思われる子どもの保護者
に対しては、保護者相談も積極的に実施した。
　子どものエピソ－ドをもとに、保育士が医師・臨床
心理士等の専門家から助言及び指導を受けることで、
積極的な支援につながった。

子どもいきいき課

＜平成27年度の取り組み＞
○出張にこにこひろばの実施
○おめでとう赤ちゃん訪問事業の実施
○マタニティ事業の実施

　商業施設内での「にこにこ広場」及び、西エリアで
の「出張にこにこ広場」を実施した。「おめでとう赤
ちゃん訪問事業」では、4か月未満の乳児の全戸訪問
を行った。
　平成27年度からは、妊娠期のお母さんを対象に、
「にこにこマタニティ」を月1回開催した。

　商業施設に子育て支援拠点（にこにこひろ
ば）を開設し、子育てに関する情報提供や相
談、交流の機会づくりに努める。また、乳児
を持つ家庭を訪問し、育児不安等の解消を図
る。

計画どおり

ブックスタート事業

進捗状況

事 務 事 業 名
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（単位：千円）

決算見込み

【02 児童福祉の推進－(3)子育て家庭への支援】 （単位：千円）

子どもいきいき課

決算見込み

（単位：千円）

子どもいきいき課

決算見込み進捗状況 平成２７年度実施内容         計画通りできなかった理由

計画どおり －

＜平成27年度の取り組み＞
◎保育短時間認定児の保育料軽減
◎4・5歳児の保育料軽減
◎みなし寡婦控除の導入
○中間所得世帯の保育料軽減策の継続

　保育短時間認定児、4・5歳児の保育料軽減のほ
か、みなし寡婦控除を導入するなど、子育て世帯の経
済的な負担軽減を行った。保護者や施設に混乱が生じ
ないよう、チラシを配布するなど、周知広報に努め
た。

備考

　子育て世帯の経済的負担に配慮した保育料
の設定を行うことで、子育て世代への支援を
図る。 －

子育て世代支援事業（保
育所保育料の軽減）

担当課

No.73

住-2-①

事 務 事 業 名

備考

進捗状況

-

事　業　概　要 平成２７年度事業費

ファミリーサポートセン
ター事業

＜平成27年度の取り組み＞
○次年度の施設整備に向けて準備

No.72

担当課 子どもいきいき課

計画通りできなかった理由

備考

　公益社団法人に委託し事業を実施した。広報なると
や、市公式ウェブサイト、市内保育所等へのポスター
掲示により、会員数の増加を図った。また、同セン
ター主催の交流会をＮＰＯと共催で開催し、広く市民
に周知を図かりながら活動を推進した。

　私立保育所の老朽化や増改築、幼保一体の
認定こども園への移行のための施設整備を支
援し、乳幼児にとって良好な保育環境を提供
する。

平成２７年度実施内容         

事　業　概　要

計画どおり

事 務 事 業 名

計画どおり

平成２７年度実施内容         

事　業　概　要 平成２７年度事業費

進捗状況

9,052

9,052

　市内において、育児の相互援助活動を推進
することで、地域における子育て支援及び仕
事と育児の両立等の環境整備を図る。

No.71

-

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○ファミリーサポートセンター事業実施
○交流会の開催　など

次世代育成支援対策施設
整備事業

事 務 事 業 名

担当課

　２保育園が平成２８年度中に認定こども園の認可基
準を満たすための整備を行う予定であることから、各
事業者と補助金申請に向けた協議を進めた。
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第2章　第3節　たくましく生きる力を育むまち　なると

第2章　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり
第3節　たくましく生きる力を育むまち　なると

　教育行政

　学校教育

　大学連携

【01 教育行政の充実－(2)学校(園)の自主性・自律性の確立】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

事 務 事 業 名

(2)学校教育における連携

66

(8)環境教育の充実

　鳴門市の学校評価システムに基づき、市内
すべての幼稚園・小学校・中学校で、評価を
実施する。

計画通りできなかった理由

事　業　概　要

(9)図書館教育と読書活動の推進

03 義務教育の充実

担当課

01 教育行政の充実

(7)安全で安心な教育環境の整備充実

(2)学校(園)の自主性・自律性の確立
(3)教育制度の充実
(4)学校(園)の適正規模・適正配置の推進

(1)教育委員会の充実

備考平成２７年度事業費

(1)地域社会における連携

(1)教育活動の充実

(3)特別支援教育の推進

(3)道徳・人権教育の充実

(2)教育環境の充実

(2)確かな学力の育成

(6)預かり保育による子育て支援

(7)防災・安全・健康教育の充実

(4)教員の資質向上と適正配置

(6)生徒指導の充実

【政策】 【基本事業】

(6)教育支援体制の充実
(5)学校給食の充実と食育の推進

(7)子育て支援センターとしての役割充実

【施策】

02 幼稚園教育の充実

No.122

(5)総合的な学習の充実

(5)保育所、幼稚園、小学校の連携・接続の充実

(1)教育環境の整備

(4)特別支援教育の充実

62計画どおり

04 大学連携の推進

進捗状況

＜平成27年度の取り組み＞
○評価結果の検証及び改善策の検討

　子ども、保護者及び教職員へのアンケート調査を実
施するとともに、全ての学校（園）で自己評価や学校
関係者評価を実施し、その結果を保護者や地域住民に
公表することで、学校経営の改善に取り組んだ。

学校（園）評価システム
推進事業

平成２７年度実施内容         
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（単位：千円）

学校教育課

決算見込み

【01 教育行政の充実－(4)学校(園)の適正規模・適正配置の推進】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

【01 教育行政の充実－(5)学校給食の充実と食育の推進】 （単位：千円）

最終事業費

教育総務課

決算見込み

No.124 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○給食センター建築工事着工
○アレルギー児対応マニュアルの策定
○食材供給システムの検討

　建設予定地に存在した旧農業センター施設の解体撤
去を行った。
　その後、給食センター建設工事に着工する予定とし
ていたが、国庫補助金の決定が予定どおりには得られ
なかったことから、着工することができなかった。

鳴門市教育振興計画策定
事業

担当課

完了

＜平成27年度の取り組み＞
○教育振興計画審議会の開催
○地域説明会等の開催

2,962

302

No.123 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費

進捗状況 平成２７年度実施内容         

備考

学校づくり計画推進事業

計画どおり

担当課

　鳴門市の教育の基本方針を定めた、新たな
教育振興計画を策定する。

備考

計画通りできなかった理由

3,190

計画通りできなかった理由

備考

うちH28への繰越分

『534,698千円』

　鳴門市教育振興計画審議会を２７年度中に６回開催
するとともに、園長会・校長会での意見聴取、地域説
明会を各中学校区ごとに計５回開催した。パブリック
コメントを経て、第二期教育振興計画を策定した。

未達成

計画通りできなかった理由

国庫補助金の決定が予定し
ていた平成２７年４月には
得られず、平成２８年２月
となったため、着工が遅れ
た。

535,000

( 580,336 )

平成２７年度実施内容         

45,638

＜平成27年度の取り組み＞
○学校（園）再編事業の推進
○計画の見直し検討

　鳴門東幼・小において、学校再編に関する意見交換
会を実施した。瀬戸小において説明・意見交換を継続
して実施したほか、瀬戸中校区幼小中連携研修会を実
施し、幼小中一貫教育の本格実施に向けた連携強化を
図った。
　学校づくり計画については、教育振興計画の内容を
踏まえ、策定作業の準備を進めた。

進捗状況

　給食施設の老朽化、衛生管理面などの課題
に対応するため、共同調理（センター調理）
方式となる新給食センターの整備を推進す
る。

人-1-①

学校給食のセンター化事
業

担当課

148

事　業　概　要

　本市の学校（園）の再編計画である「鳴門
の学校づくり計画」に基づき、教育環境の整
備・充実を図る。

平成２７年度事業費事 務 事 業 名

進捗状況 平成２７年度実施内容        

No.116
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（単位：千円）

教育総務課

決算見込み

【01 教育行政の充実－(6)教育支援体制の整備充実】 （単位：千円）

最終事業費

教育支援室

決算見込み

（単位：千円）

教育支援室

決算見込み

22

＜平成27年度の取り組み＞
○学校給食への地場産品活用促進
○なると学校食育の日（毎月19日）の実施

地場産品の活用と食育の
推進事業

　小学校6年生、中学校1年生の普通教室に電子黒板
の追加整備を行った。小学校6台、中学校12台の追加
整備により、当該学年へのすべての普通教室への整備
が完了した。
　平成26年度に引き続き、各教科、各校での研修を
行い、よりよい活用に向けて情報の共有を図った。

進捗状況 平成２７年度実施内容         

人-1-③
　教育効果のある電子黒板・デジタル教科書
を市内の小中学校に導入し、教育環境の充実
や授業の理解度の向上を目指す。

No.132 事 務 事 業 名

計画どおり

平成２７年度実施内容         

27,914

備考

　地域の特産物の活用や郷土食の導入など、地域の特
色を生かした学校給食を実施する為、引き続き各学校
の栄養士、調理員を対象に調理実習を開催し、地場産
品を使った給食献立の作成を行った。
　また、毎月１９日を「なると学校食育の日」と定
め、「給食発ふるさとの味」をテーマとした、地産地
消及び食育の推進を図った。

　英語を使う機会を確保するため、市内幼・小・中へ
のＡＬＴ派遣を行った。また、英検受験料の補助や、
英語能力判定テストを行い、市内中学生の英語力向上
と実態把握に努めた。
　グローバル人材講演会やイングリッシュキャンプを
開催した。

事　業　概　要

小中学校電子黒板整備事
業

事　業　概　要事 務 事 業 名

　地産地消の観点から、教科学習や調理実習
で地場産品の学習を行うとともに、地域の特
産物を使った学校給食の推進を図るなど、食
を通じて地域に根ざした教育の実践に努め
る。

進捗状況

平成２７年度事業費

9,288計画どおり

26,685

( 27,914 )

計画通りできなかった理由

担当課

外国語教育推進事業

人-1-③

＜平成27年度の取り組み＞
○ＡＬＴ（外国語指導助手）の派遣
○英検受験の奨励
○世界で活躍する先輩の講演会の実施

40

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

備考

計画通りできなかった理由平成２７年度実施内容     

備考

＜平成27年度の取り組み＞
○小学校6年生及び中学校1年生への電子黒板の追加
整備

ほぼ計画どおり

進捗状況

10,000

担当課

事　業　概　要 平成２７年度事業費No.117 事 務 事 業 名

担当課

　市内各校における国際理解教育や外国語教
育の充実を図るとともに、豊かな国際感覚と
コミュニケーション能力、確かな英語力を
もった「世界にはばたく鳴門の子ども」を育
成する。

No.131
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【01 教育行政の充実－(7)安全で安心な教育環境の整備充実】 （単位：千円）

最終事業費

教育総務課

決算見込み

うちH26からの繰越分

371,335

（単位：千円）

最終事業費

教育総務課

決算見込み

うちH26からの繰越分

28,424

（単位：千円）

教育総務課

決算見込み

備考

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

事　業　概　要

1,766,446

うちH28への繰越分

計画通りできなかった理由

『295,801千円』

　耐震診断等の結果を踏まえ、平成２７年度
を目途とした年次計画に基づき、耐震補強設
計や耐震整備工事等を行い、安全で安心でき
る教育環境を整備する。

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○第一中学校校舎改築工事
◎鳴門東小学校体育館改築工事
○屋内運動場等非構造部材耐震改修工事（大麻中・瀬
戸小）
○幼稚園舎（5園）の補強工事及び非構造部材補強工
事　など

①第一中学校の第１期工事が完了
②第一中学校第２期解体工事に着手
③鳴門東小学校体育館の改築工事に着手
④瀬戸小学校体育館の非構造部材耐震補強工事が完了
⑤大麻中学校体育館及び格技場の非構造部材耐震補強
工事が完了
⑥幼稚園舎4園の補強工事が完了
⑦黒崎幼稚園の補強工事に着手

事 務 事 業 名 平成２７年度事業費

進捗状況

10,000

　スクールニューディール構想（耐震、エ
コ、ＩＣＴ）に基づき、環境教育に資するた
め太陽光発電装置の整備を進める。

備考

平成２７年度実施内容       

未達成

平成２７年度事業費

学校における太陽光発電
装置推進事業

計画どおり

No.119 事　業　概　要

進捗状況 平成２７年度実施内容       

-

担当課

事 務 事 業 名

( 28,424 )

備考

　現地調査や校長ヒアリング等により、各学校施設で
安全上・防犯上設置や改修が必要な施設設備を集計
し、早急に対応すべき事業について、予算内で整備を
行った。
　また、未整備の学校に対し「防犯カメラとセンサー
ライト」の整備を進めた。

　園児・児童・生徒の安全確保を図るため、
市内幼稚園、小学校及び中学校の施設整備を
推進する。

＜平成27年度の取り組み＞
○防犯カメラ及びセンサーライトの配備
○施設の安全対策の推進

進捗状況 平成２７年度実施内容       

担当課

学校安全施設整備事業

平成２７年度事業費

計画どおり

住-1-①

9,968

平成27年度内に完了せ
ず、平成28年度に繰越
しを行った事業があった
ため。
②、③、⑦の事業

( 1,936,441 )

学校施設耐震化推進事業

No.118

＜平成27年度の取り組み＞
○第一中学校新校舎への太陽光発電装置の設置

事 務 事 業 名No.120 事　業　概　要

1,640,640

28,424

　平成２６年度に着手した第一小学校及び第二中学校
校舎への太陽光発電設備の設置が完了した。
　第一中学校校舎改築工事において、新校舎への太陽
光発電設備の設置を行った。

33



第2章　第3節　たくましく生きる力を育むまち　なると

（単位：千円）

学校教育課

決算見込み

【02 幼稚園教育の充実－(6)預かり保育による子育て支援】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

【02 幼稚園教育の充実－(7)子育て支援センターとしての役割充実】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

70

50

120

計画どおり

進捗状況 平成２７年度実施内容         

No.126

備考

備考

平成２７年度事業費事 務 事 業 名

一時預かり保育事業

平成２７年度事業費

平成２７年度事業費事　業　概　要

事 務 事 業 名

120

計画どおり

計画どおり

31,199

　「鳴門市学校・幼稚園防災推進計画」に基
づき、学校の防災教育及び防災管理・組織活
動の充実と推進を図る。

No.121

計画通りできなかった理由

鳴門市学校・幼稚園防災
対策事業

進捗状況

担当課

事　業　概　要

担当課

進捗状況 計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

備考

36,846

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○学校防災推進会議及び実務者会議の開催

平成２７年度実施内容       

No.125 事 務 事 業 名

　保護者等を対象に幼児教育専門家（保育カ
ウンセラー）による教育相談を実施し、子育
て支援の充実を図る。

幼児教育支援センター事
業

　１２園で一時預かりを実施するとともに、５園で土
曜日の一時預かりを実施した。

＜平成27年度の取り組み＞
○専門家等による教育相談の実施
○教育支援計画及び指導計画の作成

　３歳から就学前の幼児の保護者を対象に、幼児教育
等の専門家による教育相談を市教育委員会で年6回開
催した。
　また、個別の教育支援計画及び、指導計画作成の研
修等を行った。

事　業　概　要

平成２７年度実施内容         

住-1-①

　学校防災推進会議を２回開催し、重点事項を取り決
め、取組状況の検証及び、計画の修正を行った。ま
た、実務者部会を年度内に３回開催し、家庭や地域と
連携した防災教育の推進及び防災マニュアルの最適化
について、取組を進めた。

＜平成27年度の取り組み＞
○幼稚園12園での一時預かり事業の実施

　幼稚園での教育時間等の終了後、希望者を
対象とする教育活動を行い、園児の健全な発
達を図るとともに、保護者の子育てを支援す
る。
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【03 義務教育の充実－(4)特別支援教育の充実】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

【03 義務教育の充実－(8)環境教育の充実】 （単位：千円）

最終事業費

学校教育課

決算見込み

【03 義務教育の充実－(9)図書館教育と読書活動の推進】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

　

26,010

　21,993

計画通りできなかった理由

担当課

学校図書館サポート推進
事業

　中学校へのエアコン設置
等や、各施設の電気設備の
違いや社会体育活動などの
施設の使用頻度により、使
用量に差が出るため、学
校・幼稚園の努力が正確に
反映されなかったため。

未達成

計画通りできなかった理由

特別支援教育推進事業

進捗状況

　子どもたちの環境学習・環境保全活動を促
進・支援するため、電気料の削減の成果を学
校（園）の運営費に還元する光熱水費還元シ
ステムを実施する。

事　業　概　要

－

( 546 )

平成２７年度実施内容         

平成２７年度実施内容         

備考

2,499

平成２７年度事業費

546

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

備考

2,483

No.128

担当課

進捗状況

「なると環境スクール」
推進事業

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○学校図書館サポーターの継続配置

No.129

ほぼ計画どおり

事 務 事 業 名 事　業　概　要

　学校図書館サポーターと司書教諭の連携の
もと、学校図書館運営の支援により、学校図
書館を活用した教育活動や図書活動の推進を
図る。

事 務 事 業 名

＜平成27年度の取り組み＞
○光熱水費還元システムの継続実施
○優良実践校（園）の表彰

　すべての幼稚園・小学校・中学校が実施する、環境
教育・環境保全活動を推進するため、光熱水費還元シ
ステムを継続実施した。環境学習等の活動報告書をも
とに、認定基準を満たす学校（園）をなると環境ス
クール認定校（園）として認定するとともに、優良実
践校（園）への表彰を行った。
　なお、光熱水費還元システムに関して、電気設備環
境や使用環境等による格差があるため還元方法につい
て見直しを図った。
○電気量削減率（基準年比）
目標-2.0％、実績0.3％

備考平成２７年度事業費

　障がいのある児童・生徒の学習や生活上の
支援を行うため、小中学校に特別支援教育支
援員等を配置するとともに、特別支援地域連
携協議会を設置し、地域の協力体制の確立を
図る。

進捗状況

人-1-③

No.127

平成２７年度実施内容         

事　業　概　要

担当課

事 務 事 業 名

人-1-②

＜平成27年度の取り組み＞
○特別支援教育支援員及び特別支援教育サポーターの
配置

　前年度の配置効果や学校からの要望内容を検討し、
支援員の増員を図り、特別支援教育支援員16名を配
置した。また、鳴門教育大学との連携のもと、特別支
援教育サポーターを５９名配置したほか、特別支援学
級合同交流会の作品製作に必要な消耗品の購入を支援
した。

　 12学級以上の小・中に各1名の学校図書館サポー
ターを配置し、司書教諭と連携しながら、学校図書館
運営の支援を行った。配置校は小学校5校、中学校2
校だった。
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【04 大学連携の推進－(2)学校教育における連携】 （単位：千円）

学校教育課

決算見込み

403

平成２７年度事業費

学園都市化構想連携協力
推進事業

備考

計画通りできなかった理由

計画どおり

事　業　概　要No.130

236

進捗状況 平成２７年度実施内容         

人-2-⑦
　鳴門教育大学と市内の保育所・幼稚園・小
学校及び中学校との一層の連携協力を進め、
学園都市化を目指し、教育・保育の充実・向
上を図る。

事 務 事 業 名

担当課

　鳴門市学園都市化構想実施計画に基づき、鳴門町地
区の保育所、幼稚園、小学校、中学校の６校園におい
て、鳴門教育大学による研究事業を実施し、教育内容
の充実・向上に取り組んだ。
　また、６校園において、学習支援サポーター２２名
及び、部活動支援サポーター１０名の派遣を行い、連
携・協力を推進した。

＜平成27年度の取り組み＞
○学生ボランティアの派遣
○大学施設を活用した交流機会の創出
○大学連携による教育内容の充実
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第2章　第4節　生きがいあふれるまち　なると

第2章　ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり
第4節　生きがいあふれるまち　なると

　生涯学習

　図書館

　スポーツ・レクリエーション

　文化振興

【01 生涯学習の推進－(1)学習活動の推進】 （単位：千円）

生涯学習人権課

決算見込み

【01 生涯学習の推進－(2)公民館活動の推進】 （単位：千円）

生涯学習人権課

決算見込み

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 生涯学習の推進 (1)学習活動の推進
(2)公民館活動の推進

No.141

進捗状況

担当課

ほぼ計画どおり

各種学級（女性・成人・
高齢者学級）開設事業

担当課

ほぼ計画どおり

進捗状況

No.142

24,957

402

平成２７年度事業費事　業　概　要事 務 事 業 名

24,251

02 市民参加の図書館運営の推進 (1)豊かな人生を育む読書活動の推進

(2)市民参加による図書館運営の推進とサービスの
向上

平成２７年度実施内容         

事 務 事 業 名

計画通りできなかった理由

　市民が生きがいを感じながら健康的に過ご
すことができるよう、各種学級を開設する。

(4)特色ある鳴門文化の発掘・創造と発信
(3)文化芸術活動を支える取り組み

備考

＜平成27年度の取り組み＞
○各種学級（女性・成人・高齢者学級）の開設

(1)スポーツ施設の整備

備考事　業　概　要

04 暮らしの中で文化と創造が息
づくまちづくりの推進

03 生涯スポーツの振興

(1)市民が参加・体験する機会づくり
(2)文化芸術活動の拠点施設等の充実

(3)青少年健全育成の推進

(2)スポーツ活動の推進

計画通りできなかった理由

521

平成２７年度事業費

(3)図書資料及び施設・設備の整備・充実

　各種学級を公民館や集会所などで開設し、社会教育
指導員のコーディネートにより学級長を中心に自主的
な学級運営を行った。学習内容の充実に努めるため、
学級生の満足度や学習要望等をアンケートなどで把握
した。
　平成27年度各種学級開設数は、女性学級10、成人
学級2、高齢者学級8であった。

＜平成27年度の取り組み＞
○地域の特色を活かした公民館の運営

　大型公民館９館において、自治振興会等へ施設管理
業務の一部を委託し、地域との協働による公民館の運
営を行った。また、利用環境の改善に向けて、空調設
備等の施設改善を行った。

　地域住民との協働に運営する大型公民館を
中心に、自主性、独自性を持った公民館運営
に努め、公民館の活用を促進する。

公民館活用推進事業

平成２７年度実施内容         

生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち

な
る
と
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【01 生涯学習の推進－(3)青少年健全育成の推進】 （単位：千円）

生涯学習人権課

決算見込み

【02 市民参加の図書館運営の推進－(2)市民参加による図書館運営の推進とサービス向上】 （単位：千円）

図書館

決算見込み

【03 生涯スポーツの振興－(2)スポーツ活動の推進】 （単位：千円）

体育振興室

決算見込み

鳴門市体育協会運営支援
事業

担当課

No.148

計画どおり

担当課

事 務 事 業 名

ＮＰＯ法人との協働によ
る図書館運営事業

No.144

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

進捗状況

＜平成27年度の取り組み＞
○委託業務の拡充
○開館時間延長などの利用者サービス向上

放課後子ども教室推進事
業

3,879計画どおり

進捗状況

事 務 事 業 名 平成２７年度事業費

ほぼ計画どおり

事 務 事 業 名

進捗状況

人-1-⑥

平成２７年度実施内容         

4,433

　子どもたちが安心して勉強やスポーツに取
り組み、地域住民との交流を深めることがで
きるよう、各小学校区の余裕教室を活用して
子どもの健全育成を進める。

担当課

備考No.143

備考

　図書館業務の一部委託業務等、ＮＰＯ法人
との協働による運営の充実により、利用者へ
のサービスの向上に努める。 23,100

計画通りできなかった理由

事　業　概　要

計画通りできなかった理由

　市内のスポーツ競技団体を統轄する鳴門市
体育協会の運営を支援し、本市における体育
の振興を図り、市民の心身の健全な発達に寄
与する。

備考

平成２７年度実施内容         

1,245

平成２７年度事業費事　業　概　要

1,245

　図書館業務の委託拡大を行った。休館日の変更によ
る開館日数の増加や、開館時間の延長により、利用者
へのサービス向上を図った。

　各競技団体において、市民体育大会等をはじめとす
る大会を開催した。世界選手権大会、国民体育大会等
のスポーツ大会へ出場する者に対し、出場補助金を支
出したほか、本年度より各競技団体の大会開催回数
や、市主催のイベントへの協力に応じて、活動費とし
て補助金の支出を行った。
　体育・スポーツ活動に貢献した者、スポーツ大会で
優秀な成績を残した者の功績を称え、表彰することで
スポーツに対する意欲を喚起し、スポーツ振興を図っ
た。

23,100

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

＜平成27年度の取り組み＞
○鳴門市体育協会の運営支援

＜平成27年度の取り組み＞
○放課後子ども教室の推進
○児童クラブとの連携強化

　鳴門西小学校区にて、放課後子ども教室を再開し、
市内小学校7教室において、放課後子ども教室を実施
した。
　児童クラブと合同の研修会及び情報交換会を実施
し、連携強化を行ったほか、県教委主催の研修会に各
教室のコーディネーターを派遣し、スキルアップを
図った。
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（単位：千円）

体育振興室

決算見込み

（単位：千円）

体育振興室

決算見込み

（単位：千円）

新

体育振興室

決算見込み

【04 暮らしの中で文化と創造が息づくまちづくりの推進－(1)市民が参加・体験する機会づくり】 （単位：千円）

文化交流推進課

決算見込み

備考平成２７年度事業費事　業　概　要

600

計画どおり

計画通りできなかった理由平成２７年度実施内容         

担当課

　本市のスポーツ施策の基本となる「鳴門市
スポーツ推進計画」に基づき、生涯スポーツ
社会の推進を図る。

備考

進捗状況

No.147 事 務 事 業 名

担当課

進捗状況

＜平成27年度の取り組み＞
◎スポーツの機会を提供する事業への支援

　スポーツ推進に取り組む団体からの企画提案を募集
し、選定委員会において補助団体を決定した。市内4
団体への支援により、各地で多世代を対象とした事業
が実施された。

事 務 事 業 名

生涯スポーツ推進事業

平成２７年度実施内容         

平成２７年度事業費

　市民が文化・芸術に親しむことのできる機
会の拡充や文化の掘り起しなどにより、市民
のさらなる文化意識の向上を促し、にぎわい
づくりを推進する。

事 務 事 業 名

1,173

備考

人-1-⑥

事　業　概　要

　生涯スポーツ社会の実現を目指して、誰も
が気軽に参加できる住民主体の総合型地域ス
ポーツクラブの活動を支援する。 200

総合型地域スポーツクラ
ブ支援事業

No.145

平成２７年度事業費

488

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○総合型地域スポーツクラブの活動支援

計画通りできなかった理由

300

200

備考

計画通りできなかった理由

　５月２７日にチャレンジデーを開催した。参加率の
向上のため、各団体へのイベント開催依頼及びＰＲ活
動等に取り組んだ。当日はシーカヤックや野球教室、
妖怪体操等のイベントを開催した。

計画通りできなかった理由

300

平成２７年度事業費事 務 事 業 名

計画どおり

事　業　概　要

1,075

文化振興事業

進捗状況

No.33

ほぼ計画どおり

平成２７年度実施内容         

No.146

進捗状況

　NARUTO総合型スポーツクラブ及び一般社団法人
NICEへ、活動支援として補助金の交付や活動施設の
使用料の減免等を行った。

市民総参加型スポーツイ
ベント実施事業

事　業　概　要

＜平成27年度の取り組み＞
○鳴門市チャレンジデーの開催

担当課

平成２７年度実施内容         

　いつでも、どこでも、誰でも、手軽で気軽
に取り組めるスポーツなどの機会をつくり、
心身のリフレッシュを図り、健康づくりを進
める。

ほぼ計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○文化展、市展、芸能祭の開催等
○音響、照明機器等の貸出しによる支援

　 鳴門市芸術祭として、文化展、市展、芸能祭の開
催及び、市民文芸を発刊した。 また、文化月間協賛
イベントについて広報活動を実施したほか、年間を通
して市民ギャラリーなどの文化事業を実施した。
　文化活動の活性化のため、文化活動サポート事業と
して音響・照明・映像機器の貸し出しなどを行った。
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第2章　第4節　生きがいあふれるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

「第九」ブランド化推進室

決算見込み

2,388

( 8,252 )

　2018年に迎える「第九」アジア初演１０
０周年を契機と捉え、「なると第九」ブラン
ドを構築・推進し、市内外に強く情報発信す
ることで、文化振興や地域活性化につなげ
る。

アジア初演「なると第
九」ブランド化プロジェ
クト推進事業

No.34 備考

進捗状況 平成２７年度実施内容         

魅-1-⑨

計画どおり

計画通りできなかった理由

事 務 事 業 名 事　業　概　要

担当課

8,252

平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○啓発、次世代育成事業等の推進
○共同企画展示の開催
○「第九」演奏会、美術館で「なるとの第九」の開催

　アジア初演「なると第九」ブランド化プロジェクト
実施計画を策定した。ドイツ館では、企画展示「ドイ
ツと日本を結ぶもの」を開催し、「バルトの庭」の期
間限定開園を実施した。
　また、「第九」演奏会等の開催のほか、啓発用のぼ
りの制作や県外キャンペーンへの帯同、市内観光事業
へのブース出展など、「なると第九」のブランド化推
進に向けた広報活動を行った。
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第3章　第1節　安心して暮らせるまち　なると

第3章　しっかり安心・快適住み良いまちづくり
第1節　安心して暮らせるまち　なると

　危機管理・防災

　消防

　救急

　交通安全

　防犯

【01 災害に負けないまちづくりの推進－(1)危機管理・防災意識の高揚】 （単位：千円）

危機管理課

決算見込み

【01 災害に負けないまちづくりの推進－(2)危機管理・防災体制の強化】 （単位：千円）

最終事業費

危機管理課

決算見込み

(1)救急体制の充実

05 犯罪のない安全なまちづ
くりの推進

(1)防犯対策の推進

平成２７年度事業費 備考

担当課 5,103

3,915

(2)地域との連携による救急医療体制の充実

(3)応急手当の普及啓発活動の充実

04 交通安全対策の充実

03 救急救助・医療体制の充実

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 災害に負けないまちづく
りの推進

(1)危機管理・防災意識の高揚

(2)危機管理・防災体制の強化

事　業　概　要

(3)防災施設・資機材等の整備

(2)消防力の強化

(3)市町村広域消防運営計画の策定

02 消防体制の充実 (1)予防対策の推進

(1)交通安全意識の高揚

(2)交通環境の整備

(3)交通事故被害者の救済

　市民の危機意識の向上を図りながら、自主
防災組織の運営、資機材整備等を支援し、自
主防災活動の活性化を促す。

No.23

地震等災害対策普及啓発
事業

ほぼ計画どおり

担当課

計画通りできなかった理由

81

平成２７年度実施内容          進捗状況

　地震等の災害に関する普及啓発、災害発生
時の防災活動や対応について周知徹底を行
い、「自助」「共助」「近助」に対する意識
の高揚を図る。

60

事　業　概　要事 務 事 業 名

＜平成27年度の取り組み＞
○市総合防災訓練の実施
○出前講座、広報などによる普及啓発

　鳴門市総合防災訓練を実施するとともに、各地区自
主防災会に訓練実施を働きかけ、防災意識の高揚を
図った。また、出前講座等を開催し、防災知識の普及
啓発を図るとともに、広報なるとや市公式ウェブサイ
ト等により、市民に防災情報を提供した。

＜平成27年度の取り組み＞
○自主防災組織の活動支援

進捗状況

事 務 事 業 名

住-1-①

No.24

　組織運営や資機材整備、避難路整備等について助成
金の交付を行うとともに、自主防災組織活動活性化助
成金制度の活用を促し、組織活動の活性化を図った。
また、自主防災会の会合や訓練に参加し、活動意欲の
高揚を図った。
　さらに、コミュニティ助成事業の実施主体となる組
織を選定するための要件を、各地区自主防災会に示す
ことで、自主防災会の活動目標を明確化し、積極的な
活動を促した。

平成２７年度実施内容         

ほぼ計画どおり

自主防災活動促進事業

備考平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

5,103

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

な
る
と

41



第3章　第1節　安心して暮らせるまち　なると

（単位：千円）

長寿介護課・社会福祉課

決算見込み

【01 災害に負けないまちづくりの推進－(3)防災施設・資機材等の整備】 （単位：千円）

最終事業費

土木課

決算見込み

うちH26からの繰越分

47,197

（単位：千円）

最終事業費

下水道課

決算見込み

うちH26からの繰越分

49,319

（単位：千円）

最終事業費

戦略企画課

決算見込み

うちH26からの繰越分

124,729

163,450

100,332

(149,614)

No.14

担当課

　徳島県から本市へ移管された旧鳥居記念博
物館の有効活用を図り、地域住民の便益を高
めるため、施設の耐震化及び利活用を進め
る。

計画通りできなかった理由

管渠の長寿命化については
進捗したが、ポンプ場の耐
震・津波設計及びポンプ施
設の長寿命化が繰越となっ
たため。

備考

(124,729)

計画通りできなかった理由

備考

計画通りできなかった理由

『68,301千円』

うちH28への繰越分

平成２７年度事業費事　業　概　要

　大雨等の災害から市民の人命・財産を守る
ため、年次計画に基づき、老朽化している排
水機場の改修を行う。

計画どおり

事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容          

＜平成27年度の取り組み＞
○辷岩排水機場改良工事
○明神第一排水機場改良設計　など

＜平成27年度の取り組み＞
○台帳システムへの登録受付
○個別支援計画の作成及び更新
○地域支援機関と連携した支援体制の整備、充実

　要援護者台帳システムで年2回対象者を判定し、登
録案内を行った。また、申請者に対して、民生委員・
児童委員による聞き取りを実施し、個別支援計画を作
成するとともに、登録者及び避難支援者に個別支援計
画を郵送し、情報の共有を図った。

担当課

　藻塩橋排水機場水中ポンプ更新、立岩区画排水機改
良工事、辷岩排水機場エンジン改修工事、明神第一排
水機場改良設計を実施した。

事　業　概　要

No.78

No.58

進捗状況

備考平成２７年度事業費

581

備考

708

　災害時に自力避難の困難な高齢者や障がい
者等が、地域で支援を受けられるよう、事前
に必要な情報を把握・共有できる支援体制の
整備を図る。

事 務 事 業 名

事　業　概　要

平成２７年度実施内容 

進捗状況

＜平成27年度の取り組み＞
○撫養ポンプ場ポンプ雨水管渠長寿命化
○撫養ポンプ場津波・耐震対策設計

平成２７年度実施内容          

　鳴門市中心部における塩田跡地の浸水対策
として、老朽化しているポンプ場施設及び管
渠の改築、長寿命化を進める。

事 務 事 業 名No.81

未達成

＜平成27年度の取り組み＞
○耐震改修工事の竣工

排水機場樋門整備事業

担当課

進捗状況

旧鳥居記念博物館改修事
業

事 務 事 業 名

計画どおり

平成２７年度実施内容          

　耐震改修工事が竣工し、ドルメンも回遊できるよう
整備を行った。3月17日よりリニューアルオープン
を行い、企画展を開催した。3月末までに2,844人が
訪れた。

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

161,000

進捗状況

住-1-①

公共下水道維持管理事業
（雨水）

事　業　概　要

災害時要援護者避難支援
事業

担当課

　国庫補助金（社会資本整備総合交付金）を活用し、
撫養ポンプ場の耐震・津波対策設計とポンプ施設及び
老朽管渠の長寿命化工事に着手した。

完了

－

124,729

163,450

81,313

平成２７年度事業費
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第3章　第1節　安心して暮らせるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

危機管理課

決算見込み

（単位：千円）

危機管理課

決算見込み

うちH26からの繰越分

2,625

（単位：千円）

最終事業費

危機管理課

決算見込み

うちH26からの繰越分

14,743

【02 消防体制の充実－(2)消防力の強化】 （単位：千円）

消防総務課

決算見込み

22,768

　本市の津波避難計画において「避難困難地
域」となる地域（里浦町南部）に、津波から
一時的に避難するための避難施設の整備を行
う。

進捗状況 平成２７年度実施内容         

うちH28への繰越分

　南海トラフ地震や台風等の災害時に、市民
が安心して避難することができるよう、計画
的に災害用備蓄を推進する。

平成２７年度事業費

備考

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

備考

計画どおり

　県の津波浸水想定結果に基づき、本市の地
域防災計画や津波避難計画を見直し、土砂災
害等のハザードマップを作成する。

ほぼ計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○消防団配備の消防車両の更新

　小海日出、大代、堀江南分団に小型ポンプ付積載車
を配備した。

事　業　概　要

消防車両等整備事業

避難困難地域対策事業

住-1-①

＜平成27年度の取り組み＞
○土地災害・洪水ハザードマップの全戸配布
◎ため池ハザードマップの作成

ハザードマップ見直し事
業

住-1-①

事　業　概　要

担当課

No.25 事 務 事 業 名

　施設地周辺の家屋調査及び施設建設に伴う老朽施設
の解体撤去を行った。また、津波避難複合施設の新築
工事に着手した。工事施工にあたっては現地説明会を
開催し、工事が円滑に実施されるよう調整を図った。

＜平成27年度の取り組み＞
○施設地周辺の家屋調査
○施設建設に伴う老朽施設の解体撤去

進捗状況

未達成

担当課

平成２７年度実施内容         

災害用備蓄事業

計画どおり

No.27

平成２７年度実施内容          

事　業　概　要

進捗状況

事 務 事 業 名

＜平成27年度の取り組み＞
○アルファ化米などの災害用物資の配備

　「南海トラフ地震等に対応した備蓄方針」に基づ
き、生命維持や生活に必要な食糧・飲料水等のほか、
簡易トイレや生理用品などの備蓄を行った。また、賞
味期限切れ間近となったアルファ化米を活用し、市民
への災害用備蓄の啓発を行った。

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

平成２７年度実施内容          

備考

13,446

担当課

住-1-①

事 務 事 業 名 事　業　概　要No.26

計画通りできなかった理由

24,500

『152,550千円』

事 務 事 業 名

計画通りできなかった理由

工期が年度をまたがり翌年
度の完成となるため
※債務負担行為は設定済

備考

56,917

　消防分団に配備する消防車両を年次的に更
新し、災害時における消防体制の強化を図
る。 13,500

進捗状況

12,256

( 209,467 )

　「土砂災害・洪水ハザードマップ」の、カラーユニ
バーサルデザイン認証を取得し、市内全戸配布を行っ
た。また、市内８箇所のため池を対象に「ため池ハ
ザードマップ」を作成し、市公式ウェブサイトにて公
表した。

2,461

No.109

担当課

平成２７年度事業費

5,379

( 5,379 )
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第3章　第1節　安心して暮らせるまち　なると

（単位：千円）

最終事業費

消防総務課

決算見込み

うちH26からの繰越分

3,002

（単位：千円）

予防課

決算見込み

【03 救急救助・医療体制の充実－(1)救急体制の充実】 （単位：千円）

予防課

決算見込み

担当課

　大規模災害時の消防団拠点施設となる大麻
分署及び消防団詰所の耐震化整備を推進す
る。

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

『3,823千円』

79,800

( 76,903 )

No.112

○黒崎、高島、分団、堀江中分団の耐震診断の実施
○島田、明神、三カ谷分団の耐震診断　⇒繰越し
○堀江南分団、桧分団の耐震工事の実施

事 務 事 業 名

担当課

平成２７年度実施内容         進捗状況

事　業　概　要事 務 事 業 名

備考

計画通りできなかった理由

-

進捗状況 平成２７年度実施内容          

住-1-②

＜平成27年度の取り組み＞
○実習・講座への派遣研修の実施

担当課

計画どおり 　救急救命士を養成するために九州研修所のほか、救
急救命士が実施できる高度な救命処置について病院実
習に職員を派遣した。また、処置拡大に伴う追加講習
に職員を派遣した。

平成２７年度実施内容         

　傷病者に高度な救急救命処置を行い、救命
効果の向上を図るために、高度な専門技術を
持つ救急救命士を計画的に養成する。

進捗状況

救急救命士等養成事業

平成２７年度事業費 備考

3,221

3,377

-

平成２７年度事業費

うちH28への繰越分

事　業　概　要

No.110 事 務 事 業 名 事　業　概　要

備考平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○黒崎分団ほか6分団の耐震診断
○堀江南、桧分団の耐震工事

＜平成27年度の取り組み＞
○消防救急デジタル無線の運用開始

7カ所の耐震診断を予定し
ていたが、うち4カ所の耐
震診断を年度内に完了でき
なかったため。

　平成27年3月に消防救急無線デジタル化工事が完
了し、職員の習熟訓練を行った後、平成27年4月か
らデジタル無線の運用を開始した。

消防救急無線デジタル化
事業

未達成

消防施設耐震化整備事業

73,080

完了

No.111

　電波法基準の改正に伴い、平成28年に使
用不可となるアナログ波の消防救急無線をデ
ジタル波に変更する。
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

第3章　しっかり安心・快適住み良いまちづくり
第2節　快適に暮らせるまち　なると

　居住環境

　市街地

　上水道

　道路

　交通

　ごみ処理

　エネルギー使用

　消費生活

　火葬場・墓地

【01 良好な居住環境の整備－(1)住宅ストックの有効活用】 （単位：千円）

まちづくり課

決算見込み

,

30,100

進捗状況 計画通りできなかった理由平成２７年度実施内容

＜平成27年度の取り組み＞
○矢倉団地F棟外部改修工事

(2)消費者への啓発の推進

09 火葬場・墓地の適正な運
営・管理

(1)火葬場のサービス向上と効率的な管理運営

(2)市有墓地の管理

07 地球温暖化・省エネ対策
の推進

(1)地球温暖化・省エネ対策の率先的実行
(2)市民や事業者への啓発
(3)緑のカーテン事業の推進
(4)再生可能エネルギーの導入

08 消費者の自立と保護 (1)消費生活センターの充実

(2)公共交通機関の確保と整備

06 自然と共生できる循環型
社会づくりの推進

(1)循環型社会形成への取り組み
(2)クリーンセンターの運営及びごみ対策
(3)最終処分場の確保
(4)旧ごみ焼却施設の撤去と跡地利用

(6)市民サービスの向上

04 安全で快適な道路の整備 (1)道路網の整備
(2)道路環境の整備
(3)橋梁の整備

05 新しい公共交通網の確立 (1)広域交通網の整備促進

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 良好な居住環境の整備 (1)住宅ストックの有効活用
(2)安全で安心な居住環境の整備

(3)災害対策等の充実
(4)環境・エネルギー対策
(5)経営基盤の強化

(2)安定給水体制の整備

平成２７年度事業費 備考

　矢倉団地F棟外部改修工事を実施した。工事の際に
は、事前説明を行うなど、入居者の協力が得られるよ
うな環境づくりを行った。

(3)きれいで快適な生活環境づくり

02 活気に満ちた市街地の形成 (1)市街地の整備
(2)市民参加による中心市街地のにぎわい創出

03 安全で安心な水の安定的
な供給

(1)安心・快適な給水の確保

No.74

担当課

事　業　概　要

　市営住宅を効果的に活用するため、施設の
適切な改修を実施する。

市営住宅改善事業

事 務 事 業 名

29,055計画どおり

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

な
る
と

45



第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

【01 良好な居住環境の整備－(2)安全で安心な居住環境の整備】 （単位：千円）

まちづくり課

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

まちづくり課

決算見込み

（単位：千円）

まちづくり課

決算見込み

【02 活気に満ちた市街地の形成－(1)市街地の整備】 （単位：千円）

新

最終事業費

戦略企画課

決算見込み

4,797
　空き家の除却費用の一部を助成した。広報なると等
で周知啓発を行うとともに、補助事業に関する相談が
あれば、申請に先立ち、補助要件を満たしているかど
うか判断するための事前調査を行った。

6,000

　災害等により倒壊し、道路を閉塞するおそ
れや隣地等に影響を与えるおそれのある老朽
空き家の除却を促進する。

事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

　耐震基準を満たさない木造住宅の耐震診断
や耐震改修等を促進し、耐震化を推進する。

計画通りできなかった理由

No.77

7,897

老朽危険空き家除却支援
事業

事 務 事 業 名No.75 平成２７年度事業費 備考

住-1-①

事　業　概　要

平成２７年度事業費事 務 事 業 名No.76

進捗状況

担当課

木造住宅耐震診断・改修
支援事業

平成２７年度実施内容

No.15

＜平成27年度の取り組み＞
○耐震診断経費の助成
○耐震改修工事、簡易耐震リフォーム工事費の助成

　耐震診断や改修費用に対する助成を行った。広報な
ると等への掲載のほか、戸別訪問やイベント開催時で
の、相談会の開催などにより、啓発活動を行った。
○耐震診断：124戸
○耐震改修：目標13戸、実績1戸
○簡易耐震リフォーム：目標30戸、実績1３戸

未達成

　本市の公共交通の発着点である鳴門駅周辺
の一体的な整備を行い、駅周辺の交通環境及
び利便性の向上を図るとともに、魅力的な景
観づくりを進める。

担当課

進捗状況 平成２７年度実施内容

改修費用の個人負担が困難
等の理由から応募が少な
かった。

事　業　概　要 備考

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
◎基本計画の策定及び調査設計

　ＪＲ四国等関係機関と協議を進め、鳴門駅周辺全域
の基本計画を策定した。その基本計画に沿って、自歩
道整備の実施計画を策定した。

3,993

計画通りできなかった理由

＜平成27年度の取り組み＞
○住宅リフォーム経費の助成

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

　住宅リフォーム工事費の一部を助成した。
　広報なると等への掲載のほか。徳島建労主催の市内
量販店でのイベント開催時にパンフレットを配布する
など、支援制度の周知に努めた。

事 務 事 業 名 事　業　概　要

　住宅環境の向上や地域経済の活性化を図る
ため、住宅リフォームを促進する。

計画通りできなかった理由

備考

住宅安心リフォーム支援
事業

進捗状況

計画どおり

平成２７年度実施内容

担当課

平成２７年度実施内容

鳴門駅周辺整備事業

計画どおり

進捗状況

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○空き家除却工事費用の助成

32,708

12,496

(3,993)

3,190

(7,897)

15
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

【02 活気に満ちた市街地の形成－(2)市民参加による中心市街地のにぎわい創出】 （単位：千円）

最終事業費

商工政策課

決算見込み

【03 安全で安心な水の安定的な供給－(3)災害対策等の充実】 （単位：千円）

最終事業費

水道企画課

決算見込み

うちH26からの繰越分

9,793

【03 安全で安心な水の安定的な供給－(5)経営基盤の強化】 （単位：千円）

水道企画課

決算見込み

平成２７年度事業費

(28,145)

－

進捗状況

No.114 事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容

未達成

　鳴門市水道事業審議会の意見を聞きながら、経営戦
略を盛り込んだ鳴門市水道事業ビジョンを策定した。
また、経費の節減を図るため、平成28年度から隔月
検針を導入することとした。

平成２７年度実施内容

水道事業経営基盤強化推
進事業

事　業　概　要

－

(1,600)

計画通りできなかった理由

事　業　概　要事 務 事 業 名

1,600

専門研究会における審議に
期間を要したため。

うちH28年への繰越分

事　業　概　要

中心市街地活性化推進事
業

No.91

　商店街や商工団体等との連携、団体が主体
的に取り組むまちづくりへの支援を通じて、
本市の特色を活かした中心市街地の活性化を
推進する。

計画どおり

担当課

No.113 事 務 事 業 名

進捗状況

計画どおり

住-1-⑩

平成２７年度実施内容

浄水場更新事業

担当課

　災害発生時の被害を防ぎ、安定的な水供給
を行うことを目的として、老朽化が進む浄水
場の更新を進める。

＜平成27年度の取り組み＞
○基本的方針の決定
○事業計画の策定作業

　持続可能な事業経営を図るため、「水道ビ
ジョン」「中期経営計画」を踏まえた抜本的
な経営基盤強化への取り組みを進める。

住-1-⑩

進捗状況

担当課

－

平成２７年度事業費 備考

計画通りできなかった理由

備考

備考

『9,634千円』

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

18,511

　事業の基本的方針について検討を行い、新たな浄水
場の規模は水需要予測に応じて縮小することとし、位
置は現在の浄水場用地とした。
　浄水処理方式については、ライフサイクルコスト等
を詳細に検討する必要があるため、平成28年度に浄
水処理実験を含んだ浄水処理フローの検討を行うこと
とした。

＜平成27年度の取り組み＞
○クリスマスマーケット
○100円商店街の開催　など

＜平成27年度の取り組み＞
○中期経営計画に基づく取り組みの継続実施
○経営戦略の策定

　大道商店街にて、「１００円商店街」を年２回開催
し、全国から参加のあった「イスー１ＧＰ」、小学生
が起業について学ぶ機会となる「ジュニアエコノミー
カレッジ」を同時開催した。
　鳴門市役所前広場にて「クリスマスマーケット」を
開催した。

10,167
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

【04 安全で快適な道路の整備－(3)橋梁の整備】 （単位：千円）

土木課

決算見込み

うちH26からの繰越分

9,565

【05 新しい公共交通網の確立－(2)公共交通機関の確保と整備】 （単位：千円）

戦略企画課

決算見込み

【06 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(1)循環型社会形成への取り組み】 （単位：千円）

クリーンセンター廃棄物対策課

決算見込み

134,895

2,802

計画通りできなかった理由

No.16

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

　｢鳴門市地域公共交通連携計画｣に基づき、
効率的で持続可能な公共交通体系の構築を図
る。

事 務 事 業 名

事 務 事 業 名 事　業　概　要

計画どおり

進捗状況

住-1-③

公共交通対策事業

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○地域バス・協定路線の運行
○新公共交通体制の検討

　平成２８年度からの地域バス運行委託業者の選定を
プロポーザル方式で実施した。協定路線の乗客調査を
実施するとともに、新公共交通体制の検討を行った。
徳島バス路線再編に伴い、協定路線（鳴門公園線）の
見直しを実施した。

担当課

進捗状況

計画どおり

平成２７年度事業費 備考

平成２７年度実施内容

No.40

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費 備考

備考平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

ほぼ計画どおり

ごみ減量対策事業

担当課

　生ごみの減量対策を継続するとともに、広
く市民を対象としてごみの発生抑制や再生化
等に関する啓発活動に取り組む。

＜平成27年度の取り組み＞
○電気式生ごみ処理機、コンポストの購入補助、ＥＭ
ボカシの配布
○小学校副読本、分別ガイドブック作成

1,603

181,776

進捗状況

　東南海・南海地震に備え、橋梁の長寿命化
修繕計画に基づき、主要な橋梁の耐震化を行
うなど、計画的な橋梁の長寿命化を推進す
る。

道路橋梁耐震化・長寿命
化事業

住-1-①

No.79

　市内小学生を対象に社会科副読本の配布と、ごみ減
量スローガンコンクールを開催し、ごみ減量の啓発を
行った。また、まちづくり出前講座においてマイバッ
グを作成し、レジ袋削減やごみの分別徹底について啓
発を行った。
　平成２７年度生ごみ処理機普及数及びＥＭボカシ無
料配布数は、コンポスト23個、ＥＭボカシ191個、
電気式生ごみ処理機19基であった。
○全体のごみ排出量：目標18,000t、実績18,187t

＜平成27年度の取り組み＞
○避難場所に架かる主要橋梁の耐震化
○橋梁の長寿命化修繕工事

　国の補助金制度を活用し、木津神橋の耐震工事のほ
か、長寿命化修繕設計工事を実施した。

事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容

事　業　概　要

135,563

209,349
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

（単位：千円）

クリーンセンター廃棄物対策課

決算見込み

【06 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(2)クリーンセンターの運営及びごみ対策】 （単位：千円）

クリーンセンター廃棄物対策課

決算見込み

（単位：千円）

環境政策課

決算見込み

410

221

計画通りできなかった理由

No.41

14,578

　報奨金制度及び「鳴門市資源ごみ集団回収
の手引き」等を活用し、資源ごみ回収を促進
する。

資源ごみ対策事業

担当課

備考平成２７年度事業費事　業　概　要事 務 事 業 名

事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

12,217

進捗状況

計画どおり

No.42 事 務 事 業 名

進捗状況 平成２７年度実施内容

ほぼ計画どおり

　廃棄物不適正処理の早期発見及び未然防止
のため、地域住民で構成する各地区パトロー
ル隊の監視活動等を支援する。

＜平成27年度の取り組み＞
○資源ごみ回収団体への支援による資源ごみ回収促進
○出前講座等による制度周知

　資源ごみ回収団体に対し、指定品目の回収量に応じ
た報奨金を交付するとともに、缶類の回収に必要なビ
ニール袋を提供した。また、出前講座等により制度の
周知を図った。

計画通りできなかった理由

担当課

事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

249ほぼ計画どおり

環境学習推進事業

担当課

平成２７年度実施内容

不法投棄監視市民パト
ロール支援事業

住-1-④
　「環境基本計画」に基づき、環境学習館を
拠点とした環境学習・環境教育等の実施によ
り、環境問題への意識の高揚を図る。

住-1-⑤

＜平成27年度の取り組み＞
○原材料等の提供による活動支援
○未結成地区への働きかけ

＜平成27年度の取り組み＞
○環境学習講座、施設見学の実施
○「フクロウと子どもたちの森」の整備

　環境学習館において、環境学習に関する各種講座や
施設内の見学を実施し、市民の環境に関する意識の普
及啓発に努めた。また、市民が利用しやすいフクロウ
と子どもたちの森の環境づくりに努めた。

計画通りできなかった理由

250

平成２７年度実施内容

進捗状況

事 務 事 業 名

　不法投棄監視パトロール隊による継続的な監視パト
ロールや不法投棄物の回収、防護ネットや啓発看板の
敷設など、地域住民が主体となって行われた。
　鳴門市不法投棄監視パトロール連絡協議会により、
関係機関のネットワークが確立され、市民と行政の協
働により、県道大谷櫛木線の不法投棄物撤去作業が実
施されるなど、不法投棄撲滅に向けた市民運動を支援
した。また、未結成地区への働きかけを行った。

No.35
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

【06 自然と共生できる循環型社会づくりの推進－(4)旧ごみ焼却施設の撤去と跡地利用】 （単位：千円）

クリーンセンター管理課・危機管理課

決算見込み

【07 地球温暖化・省エネ対策の推進－(1)地球温暖化・省エネ対策の率先的実行】 （単位：千円）

環境政策課

決算見込み

【07 地球温暖化・省エネ対策の推進－(4)再生可能エネルギーの導入】 （単位：千円）

環境政策課

決算見込み

事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

273,000

No.39

計画通りできなかった理由

計画どおり 157,774
　旧ごみ焼却施設の解体撤去工事を実施した。また、
跡地利用について検討を行った。

平成２７年度事業費

　基礎調査・実施設計に基づき、旧ごみ焼却
施設の解体・撤去を行い、効果的な跡地利用
を推進する。

担当課

備考

　第3次鳴門市地球温暖化対策実行計画（エ
コオフィスなると）に基づき、市の事務・事
業に伴い発生する温室効果ガス排出量の削減
を図る。

2,565

担当課

No.36 事 務 事 業 名 事　業　概　要

計画通りできなかった理由

計画どおり 60

＜平成27年度の取り組み＞
◎第4次地球温暖化対策実行計画の策定
○緑のカーテンコンテストの開催
○ノーマイカーデー、クールビズの推進

　平成２８年度から平成３２年度の取り組みを定めた
第４次鳴門市地球温暖化対策実行計画を策定した。
　市民への啓発として緑のカーテンコンテストの開催
や市役所内でのノーマイカーデーやクールビズの推進
など、省エネ対策を推進した。また、広報なるとを通
じて、市民や事業者の方への節電の啓発に取り組ん
だ。

再生可能エネルギー導入
推進事業

事　業　概　要

　本市における温室効果ガス排出量の削減や
地域活性化等に向けて、太陽光発電をはじめ
とする再生可能エネルギーの導入促進を図
る。

計画通りできなかった理由

－

－

No.37 事 務 事 業 名 備考平成２７年度事業費

　協定書に基づき、優先事業者が、小中学校９校に太
陽光発電施設を設置した。また、第二中学校及び第一
小学校については、県の補助金を活用し、市が太陽光
発電施設を設置した。
　検討協議会において風力発電施設建設の可能性につ
いて検討するとともに、環境省が実施する「風力発電
等環境アセスメント基礎情報整備モデル事業」に共同
で取り組んだ。再生可能エネルギー導入計画について
は、平成28年度策定予定。

進捗状況 平成２７年度実施内容

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○旧ごみ焼却施設解体撤去
○防災広場などによる跡地利用の検討

旧ごみ焼却施設解体撤去
及び跡地利用推進事業

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○公共施設への太陽光発電システムの設置
○再生可能エネルギー導入計画の策定

進捗状況 平成２７年度実施内容

事 務 事 業 名

エコオフィスなると推進
事業

平成２７年度実施内容進捗状況
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第3章　第2節　快適に暮らせるまち　なると

【08 消費者の自立と保護－(1)消費生活センターの充実】 （単位：千円）

市民協働推進課

決算見込み

平成２７年度事業費

4,041

ほぼ計画どおり 3,986

　市消費生活センターにおいて、専門的知識を持った
相談員が消費生活に関する苦情・相談を受け、解決に
向けた助言等を行った。また、県外研修等に参加し、
相談員のレベルアップに努めた。
　広報なるとや市公式ウェブサイト等への啓発記事の
掲載や、相談員による出前講座を開催し、消費者トラ
ブル防止啓発を行った。消費者問題講演会の開催にあ
たっては、他のイベントと同時開催するなど、参加者
を増やす取り組みを行った。

　鳴門市消費生活センター相談体制の一層の
充実を図るとともに、被害未然防止のための
啓発活動についても強化するなど、消費者の
安全と安心を確保するため、継続的な取り組
みを実施する。

担当課

＜平成27年度の取り組み＞
○消費者生活に関する苦情・相談対応
○消費生活センターの周知
○講演会、出前講座等の開催による啓発
○相談員のレベルアップ（研修等）

備考

進捗状況 平成２７年度実施内容　

消費者相談窓口充実事業

計画通りできなかった理由

No.28 事 務 事 業 名 事　業　概　要
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第3章　第3節　身近に自然を体感できるまち　なると

第3章　しっかり安心・快適住み良いまちづくり
第3節　身近に自然を体感できるまち　なると 

　自然環境

.

　公園・緑地

　生活排水対策

　河川・海岸

【02 緑の保全と創出－(1)公園の整備】 （単位：千円）

最終事業費

公園緑地課

決算見込み

（単位：千円）

公園緑地課

決算見込み

(3)自然を体感できる生活環境づくり

02 緑の保全と創出 (1)公園の整備

(3)合併処理浄化槽の普及促進
(4)し尿処理の適正管理

03 生活排水対策の推進 (1)公共下水道事業の推進
(2)公共下水道水洗化率の向上

事　業　概　要

04 自然環境に配慮した水辺
空間の整備

(1)河川整備

(5)市民等と協働した生活排水対策

(2)水辺環境の保全と再生

事 務 事 業 名

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 自然環境の保全と生活環
境づくり

(1)全員参加による環境づくり
(2)生存基盤としての自然の保全と活用

(2)緑化の推進

備考平成２７年度事業費

＜平成27年度の取り組み＞
○総合公園季節イベントなどの開催

　「鳴門ウチノ海総合公園を育てる会」と連携を図
り、子ども達の主体的な体験活動や親子のふれあいの
場を提供するウチノ海総合公園まつりやわくわくパー
ク等のイベントを開催した。

鳴門ウチノ海総合公園活
用推進事業

ほぼ計画どおり

　鳴門ウチノ海総合公園を育てる会との連携
により、公園の適正な管理と利用促進を図
る。

進捗状況

担当課

事　業　概　要

　第１次世界大戦当時の、国境や文化の違い
を越えた、交流の歴史を後世に伝えるため、
俘虜収容所を含む総合公園ドイツ村公園の整
備を進める。

1,998

魅-1-⑧

事 務 事 業 名

( 1,998 )
担当課

No.86

No.85

計画通りできなかった理由

ドイツ村公園整備事業

ほぼ計画どおり 　ドイツ村公園の低木及び高木の大規模な剪定及び伐
採を行い公園内の美化に努めた。また、公園活用に関
する検討を行った。

－

3,794

＜平成27年度の取り組み＞
○活用方法に関する調査・検討

進捗状況 平成２７年度実施内容

平成２７年度実施内容 計画通りできなかった理由

備考

3,912

平成２７年度事業費

身
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第3章　第3節　身近に自然を体感できるまち　なると

【03 生活排水対策の推進－(1)公共下水道事業の推進】 （単位：千円）

最終事業費

下水道課

決算見込み

うちH26からの繰越分

175,041

【03 生活排水対策の推進－(2)公共下水道水洗化率の向上】 （単位：千円）

下水道課

決算見込み

【03 生活排水対策の推進－(3)合併処理浄化槽の普及促進】 （単位：千円）

下水道課

決算見込み

事 務 事 業 名 事　業　概　要

進捗状況

No.82

　公共下水道の整備を進め、地域の生活環境
や公共用水域の水質改善を図る。

平成２７年度実施内容進捗状況

住-1-⑦

公共下水道整備事業（汚
水）

担当課

平成２７年度事業費 備考事 務 事 業 名 事　業　概　要

うちH28年への繰越分

『157,694千円』

303,780

担当課

住-1-⑦

下水道普及促進事業

( 478,616 )

事　業　概　要

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費 備考

平成２７年度実施内容

＜平成27年度の取り組み＞
○合併処理浄化槽への転換費用の助成

　合併処理浄化槽への転換に係る費用の一部を助成し
た。また、市内量販店において、県・環境技術セン
ターと共同で、水環境の改善・浄化槽の転換・維持管
理に関するパンフレット等を配布するなどの普及活動
を行った。
○転換補助基数：目標33件、実績13件

合併処理浄化槽普及促進
事業

担当課

計画どおり 　下水道接続費用の助成を行った。供用開始区域内の
市民に、普及推進員による戸別訪問等を通して、下水
道の接続に係る助成制度の内容を説明し、下水道加入
率の向上に努めた。

No.84

　合併処理浄化槽の普及・促進を図り、河川
等の水質汚濁の主要な原因となる未処理生活
雑排水を減らして、河川等の水質改善を図
る。

＜平成27年度の取り組み＞
○下水道接続費用の助成
○普及促進員の戸別訪問によるサポート

10,620

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

16,728

関係機関との協議に時間を
要したため。

＜平成27年度の取り組み＞
○第2期事業区域の整備（大桑島、桑島地区）
◎鳴門市汚水処理構想の見直し

320,922

18,000

住-1-⑧

備考

未達成

No.83

　国庫補助金（社会資本整備総合交付金）を活用し
て、下水道整備に係る管渠築造工事・舗装復旧工事を
実施するとともに、「鳴門市汚水処理構想」の見直し
に着手した。

平成２７年度実施内容

事 務 事 業 名

　下水道接続費用の助成や接続に係るアドバ
イスや事務手続き等のサポートを行い、下水
道の普及・促進を図る。

進捗状況

転換を促進するため普及啓
発活動に努めたが、目標達
成までは至らなかったた
め。

4,765未達成
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第3章　第3節　身近に自然を体感できるまち　なると

【04 自然環境に配慮した水辺空間の整備－(1)河川整備】 （単位：千円）

土木課

決算見込み

【04 自然環境に配慮した水辺空間の整備－(2)水辺環境の保全と再生】 （単位：千円）

環境政策課

決算見込み進捗状況

　生活雑排水等で汚濁が進む河川や水路の水
質調査を実施し、市民とともに河川等の水質
改善に取り組む。

担当課

平成２７年度実施内容

＜平成27年度の取り組み＞
○南浜排水路改良工事
○立岩排水路改良工事　など

EM培養装置の未設置の
地域に働きかけたが、新
規貸与ができなかったた
め。

平成２７年度事業費

2,784

備考

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

　城見橋・木津神橋付近の公共用水域での毎月の水質
調査と、市内各所における年1回の市内水質総合調査
を実施した。また、各自治振興会等にＥＭ培養装置の
設置を働きかけるとともに、市民団体等とともに新池
川の水辺環境改善事業に取り組んだ。
○ＥＭ培養装置貸与団体地区数
目標１１箇所、実績７箇所

＜平成27年度の取り組み＞
○河川等の水質調査の実施
○ＥＭ活性液培養装置の貸与及び資材の提供

　南浜・立岩・徳永・三津地区排水路改良工事を実施
した。

6,499

1,649

事　業　概　要

水域環境改善・浄化対策
事業

No.38 事 務 事 業 名

計画どおり

未達成

事　業　概　要

平成２７年度実施内容進捗状況

事 務 事 業 名

河川改良事業
6,500

No.80

担当課

　住宅地域内の素堀排水路周辺の生活環境の
改善や災害時の浸水対策のために、水路の整
備を推進する。

備考平成２７年度事業費

54



第4章　第1節　全員参加で創るまち　なると

第4章　おおきく躍動みんなで創るまちづくり
第1節　全員参加で創るまち　なると

　市民参画・市民協働

　コミュニティ

　ボランティア・NPO

　情報の共有化

　行財政運営

【01 市民参画・市民協働の推進－(1)市民参画と協働の意識醸成と体制づくり】 （単位：千円）

新

決算見込み

（単位：千円）

新

最終事業費

決算見込み

(3)行政改革の推進
(4)適正な人事管理の推進
(5)ＩＣＴを活用した行政運営の推進
(6)広域行政の推進

平成２７年度事業費

2,406

04 情報の共有化の推進 (1)広報活動の充実
(2)公正の確保と透明性の向上
(3)ＩＣＴを活用した市民サービスの推進

05 効率的・効果的な行財政運営
の推進

02 地域のまちづくりの推進 (1)コミュニティ活動の推進
(2)地域づくり活動との連携

03 ボランティア・NPO法人の活
動促進

(1)ボランティア・ＮＰＯ法人の活動促進
(2)コミュニティビジネスの推進

【政策】 【施策】 【基本事業】

01 市民参画・市民協働の推進 (1)市民参画と協働の意識醸成と体制づくり
(2)市政への市民参画の推進

(1)スーパー改革プランの推進
(2)財政の健全化

(3)協働によるまちづくりの推進

担当課

事 務 事 業 名 事　業　概　要

　地方が成長する活力を取り戻せるよう、人
口減少対策を実施するため、本市における地
方版総合戦略を策定する。

地方版総合戦略策定事業

No.18

計画通りできなかった理由

戦略企画課

完了

進捗状況 平成２７年度実施内容         

＜平成27年度の取り組み＞
◎「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策
定

　10月「鳴門市人口ビジョン」「鳴門市総合戦略」
を策定した。策定にあたっては、市民によるワーク
ショップや外部有識者で構成する「鳴門市総合戦略懇
話会」のほか、「議員ワークショップ」を開催するな
ど、本市の人口減少対策に関する各分野からの意見聴
取に努めた。

No.17 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

　平成29年度からの５ヵ年計画となる「第
六次鳴門市総合計画（後期基本計画）」を策
定する。 1,173

第六次鳴門市総合計画
（後期基本計画）策定事
業

担当課 戦略企画課

進捗状況 平成２７年度実施内容         

－

( 2,406 )

計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
◎市民意識調査の実施

902　後期基本計画の策定にあたり、市民生活の現状や社
会情勢に対する意識などについて、市民の意向を把握
するために市民意識調査を実施した。

備考

全
員
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第4章　第1節　全員参加で創るまち　なると

【01 市民参画・市民協働の推進－(3)協働によるまちづくりの推進】 （単位：千円）

最終事業費

市民協働推進課

決算見込み

【02 地域のまちづくりの推進－(1)コミュニティ活動の推進】 （単位：千円）

市民協働推進課

決算見込み

（単位：千円）

市民協働推進課

決算見込み

11,004

平成２７年度事業費

1,691

備考

備考

　自治基本条例の理念に基づき、ＮＰＯ法人
やボランティア団体等が行う、主体的なまち
づくり活動を支援するとともに、市民等と行
政による協働のまちづくりを推進する。

平成２７年度事業費

備考

計画通りできなかった理由

11,004

平成２７年度事業費

　各地区の実情や特色などに合わせた地域住
民による主体的な地域づくりを支援するた
め、地区自治振興会との連携を促進する。

( 1,691 )

計画どおり

No.30 事 務 事 業 名

計画通りできなかった理由

No.29

平成２７年度実施内容         

担当課

611

事 務 事 業 名

人-2-①

事　業　概　要

＜平成27年度の取り組み＞
○まちづくり出前市長室・飛び込み型出前市長室の開
催
○まちづくり団体の活動に対するサポート
○協働拡充に向けた環境整備

　まちづくり出前市長室・飛び込み型出前市長室を適
宜実施した。
　まちづくり活動に取り組む団体の活動促進と経済的
自立の支援のため補助金を交付したほか、市公式ウェ
ブサイト、フェイスブックを活用し、協働のまちづく
りに関する情報発信を強化するとともに、コミュニ
ティ活動の新たな担い手となる人材の発掘・育成につ
なげるため市公式ウェブサイトの市民協働のまちづく
り内に地域デビュー支援ページを開設した。
　また、自治基本条例パンフレット（子ども向け）を
市内小学校に配布し、子どもたちの条例に対する理解
を深めるとともに、市民協働推進本部会議等を適宜開
催し、より効率的・効果的な職場内研修の実施内容等
について検討を行った。

市民協働のまちづくり推
進事業

コミュニティ助成事業

2,500

人-2-⑤

進捗状況

人-2-③
人-2-①

担当課

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○地域づくり事業への支援
○自治振興会相談業務の実施

事　業　概　要

平成２７年度実施内容         

自治振興会連携促進事業

進捗状況

　地域の伝承文化の継承を通じて、コミュニ
ティ活動の充実と地域の活性化を促進するた
め、コミュニティ団体を支援する。

進捗状況 平成２７年度実施内容         計画通りできなかった理由

計画どおり

2,500

担当課

　各地区自治振興会に「地域づくり事業活性化補助
金」を交付し、各地区におけるまちづくり活動を支援
するとともに活動・行事等の情報発信を行った。
　地区自治振興会会長会を開催し、地域が抱える課題
等の把握・情報交換に努めた。また、町内会への加入
率向上のため、加入促進パンフレットを作成し、転入
者等への配布及び加入の取次ぎを行った。

＜平成27年度の取り組み＞
○コミュニティ活動に必要な備品等の整備に対する支
援

　黒崎祭り保存会（子ども神輿及び半天の新調）に助
成を行うとともに、「鳴門のまつり」で紹介するな
ど、伝承文化を次世代に引き継ぐ活動を地域とともに
実施した。

事　業　概　要No.31 事 務 事 業 名
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【04 情報の共有化の推進－(1)広報活動の充実】 （単位：千円）

秘書広報課

決算見込み

【04 情報の共有化の推進－(2)公正の確保と透明性の向上】 （単位：千円）

総務課

決算見込み

（単位：千円）

契約検査室

決算見込み

11,373

2,576

計画通りできなかった理由

計画通りできなかった理由

情報公開・個人情報保護
事務

事　業　概　要No.1

計画通りできなかった理由

2,436

進捗状況

進捗状況

計画どおり

No.7 事 務 事 業 名

人-2-②

平成２７年度実施内容

担当課

計画どおり

備考事　業　概　要

備考平成２７年度事業費

11,418

備考

平成２７年度事業費

　情報公開１００件、個人情報については職員採用試
験結果１５件の簡易開示の開示請求に対し、開示等を
行うとともに、情報公開に係る６件の異議申立てにつ
いて審査するため、情報公開・個人情報保護審査会を
開催した。
　「行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律」で義務付けられている「特
定個人情報保護評価」を実施した。
　また、ファイリングシステムの適正な維持管理のた
め、文書引き継ぎ、書庫整備等に取り組んだ。

＜平成27年度の取り組み＞
○開示請求等に対する情報開示
○適正な文書管理の推進
○情報公開・個人情報保護審査会の開催

平成２７年度実施内容      

入札改革推進事業

＜平成27年度の取り組み＞
○工事等電子入札の推進
○物品等応募型入札の推進

担当課

計画どおり

　公正で開かれた市政の推進のため、より利
用しやすい情報公開制度の実現を図るととも
に、個人情報保護制度の適切な運用に努め
る。

担当課

進捗状況

706

事 務 事 業 名 平成２７年度事業費

709

No.3 事　業　概　要

　発注の透明性の向上や競争性・公平性の確
保を図るため、入札改革を推進する。

事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容       

　電子入札や物品等応募型指名競争入札をはじめ、建
設工事等制限付一般競争入札についても実施を継続す
るとともに、物品等応募型入札の推進を行った。
　国や県の動向に合わせ、配置技術者などの緩和を継
続するとともに、指名競争入札における入札参加者が
1者の場合、指名審査委員会で了承された案件に限
り、１者のみでも有効とする取り扱いを継続した。

＜平成27年度の取り組み＞
○紙面カラー化（一部）の拡充による魅力的な広報誌
づくり
○テレビ広報なると放映

　広報なるとでは、市政の特集記事に加え、市内外で
活躍されている本市ゆかりの人物を紹介する「鳴門ゆ
かりの輝く鳴門人特集」を開始したほか、紙面一部カ
ラー化により魅力的な広報誌づくりに努めた。
　テレビ広報では、より多くの情報を市民に提供する
ため、再放送枠を設け、過去に収録放映した映像を放
送した。また、広報戦略プランやパブリシティマニュ
アルの推進に向けた周知徹底を図った。

広報なると・テレビ広報
充実事業

　より一層読みやすく見やすい魅力ある広報
紙とテレビ広報番組づくりを進め、市からの
行政情報などをわかりやすく市民に周知す
る。
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（単位：千円）

戦略企画課

決算見込み

【04 情報の共有化の推進－(3)ＩＣＴを活用した市民サービスの推進】 （単位：千円）

総務課

決算見込み

【05 効率的・効果的な行財政運営の推進－(1)スーパー改革プランの推進】 （単位：千円）

財政課

決算見込み

70

712

計画どおり

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○スーパー改革プランの改定
○行財政改革懇話会の開催
○計画の進捗管理

　平成27年5月に新たな行財政改革の指針となる
「鳴門市スーパー改革プラン２０２０」を策定した。
　策定にあたっては、外部有識者等で構成する「行財
政改革懇話会」を開催し、専門的な見地からの意見を
参考に、より実行力を持つ計画へと見直しを行うとと
もに、地区自治振興会への計画内容の説明や、広報等
を通じて周知を図った。また、スーパー改革プラン
2020に掲げる取り組みの進捗管理を行った。

人-2-⑧
　市の全部門の全体最適を考慮しながら、財
政健全化や行財政運営、市民協働などに一体
的に取り組むため、スーパー改革プランを推
進する。

スーパー改革プラン推進
事業

進捗状況

備考

備考

計画どおり

担当課

712

計画通りできなかった理由

152

備考事 務 事 業 名

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

行政評価推進事業（市民
等による事業評価事業）

No.19 事　業　概　要

　効率的で効果的な行政運営の推進と、透明
性を確保するため、行政評価を行うともに、
市民等のアイデアや意見を、市の事業改善の
一助とする事業評価事業を行う。

事 務 事 業 名

No.2 事 務 事 業 名

平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

平成２７年度事業費

担当課

事　業　概　要

進捗状況 平成２７年度実施内容      

電子申請等共同受付シス
テム構築事業

200

25

＜平成27年度の取り組み＞
○簡易申請の受付け
○申請・届出メニュー増加に向けた検討

平成２７年度実施内容       

　行政サービスの向上と行政事務の効率化・
高度化のため、オンラインによる申請・届出
システムを確立する。

　手続件数の増加に向け、簡易申請に適する手続きに
ついて、調査・見直しを行い、新たに胃がんリスク
（ＡＢＣ）検診申込の手続きについて電子申請の利用
を開始した。

＜平成27年度の取り組み＞
○実施計画掲載事業に対する行政評価を実施
○子育て世代等（予定）による事業評価の実施

　総合計画実施計画に掲載する全事業を対象に行政評
価を行った。また、子育て世代による事業評価を実施
するとともに、行政評価を基に市民からの意見聴取を
行った。

進捗状況

No.21

担当課

事　業　概　要

平成２７年度実施内容         
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【05 効率的・効果的な行財政運営の推進－(2)財政の健全化】 （単位：千円）

税務課

決算見込み

（単位：千円）

最終事業費

戦略企画課

決算見込み

新

財政課

決算見込み

8,998

11,168

備考

計画通りできなかった理由

1,000

平成２７年度事業費

担当課

計画通りできなかった理由

計画どおり

10,000
統一的な基準による地方
公会計制度導入事業

進捗状況 平成２７年度実施内容      

進捗状況 平成２７年度実施内容

No.22 事 務 事 業 名

18,732

　総務大臣要請を受け、固定資産台帳の整備
や発生主義・複式簿記の導入（期末一括仕訳
方式予定）を前提とした、統一的な基準によ
る地方公会計制度に対応した財務書類を作成
する。

計画どおり

平成２７年度事業費

　本市を応援したい、本市に貢献したいとい
う気持ちを活かすことのできる、わかりやす
い「ふるさと納税寄附金制度」の確立を図
る。

計画通りできなかった理由

備考事　業　概　要

「ふるさと納税寄附金」
等推進事業

( 18,732 )
担当課

No.20 事 務 事 業 名 事　業　概　要

計画どおり

進捗状況

備考

＜平成27年度の取り組み＞
○口座振替加入の促進、未課税家屋の調査
○滞納整理の推進（徳島滞納整理機構との連携による
収入未済額の回収）　など

　納税者に郵送用口座振替依頼書を配布し、口座振替
加入者の増加を図った。未課税家屋調査のため、家屋
評価システムを導入し、調査マニュアルを作成のう
え、対象家屋の抽出を進めた。
　市税徴収員の個別訪問による納付催告を実施すると
ともに、滞納整理では、税務調査による担税力の把握
及び滞納処分を実施した。高額・悪質案件については
徳島滞納整理機構と連携のうえ未済額の回収に努め
た。

平成２７年度実施内容

　主要財源の安定的な確保及び税負担の公
正・公平性を確保するため、課税客体の適正
な把握に努めるとともに、滞納整理・滞納処
分を進める。

11,562
市税徴収率向上対策事業

平成２７年度事業費事 務 事 業 名 事　業　概　要No.6

担当課

人-2-⑧

＜平成27年度の取り組み＞
○大学生の提案を元に作成した記念品、パンフレット
によるＰＲ

　徳島大学との連携事業（平成26年度実施）により
選定した記念品にリニューアルするとともに、パンフ
レットを製作し、県人会等においてＰＲを行った。
　9月には、クレジットカード決済を導入し、寄附者
の利便性の向上による寄附金の増加と事務の効率化を
図った。

＜平成27年度の取り組み＞
◎固定資産台帳の整備

　固定資産台帳整備のため、建物や土地、工作物など
の市有財産の調査を行った。また、国や県、他市の動
向の情報収集を行うとともに、統一的な基準による地
方公会計制度に基づく財務書類の作成に向け、研究を
進めた。
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最終事業費

ボートレース企画課・ボートレース事業課

決算見込み

【05 効率的・効果的な行財政運営の推進－(4)適正な人事管理の推進】 （単位：千円）

人事課

決算見込み

人事課

決算見込み

－

2,120,303

( 2,134,149 )

＜平成27年度の取り組み＞
○自治大学校などへの派遣研修の実施
○職員研修の計画的な実施
○次年度に向けた研修プログラムの策定

組織・機構の簡素合理化
事業

備考事　業　概　要 平成２７年度事業費

計画通りできなかった理由

計画どおり 6,188

進捗状況

事 務 事 業 名

未達成

平成２７年度実施内容        

　地方分権の進展や諸制度の改変などを踏ま
え、本市の財政健全化や市民ニーズに的確に
対応できる、簡素で機能的な組織体制を構築
する。

　職員削減のなかでも、より良い行政サービ
スが提供できるよう、「第３次鳴門市人財育
成基本方針」に基づき、直面する課題に自主
的・積極的に取り組む人材を育成する。

事 務 事 業 名

進捗状況

No.5

職員人財育成研修事業

担当課

人-1-⑦

No.4 事 務 事 業 名

平成２７年度実施内容         

事　業　概　要 備考平成２７年度事業費No.115

競艇事業経営基盤強化推
進事業

担当課

計画通りできなかった理由

備考

6,480

担当課

重要な行政課題に対応する
ため、業務執行体制の強化
が不可欠であり、結果とし
て組織数の削減にはつなが
らなかった。

　「平成２７年度研修概要」に基づき、各種の研修を
実施した。新規研修として、統一的な基準による地方
公会計制度への対応のため、市主催の簿記研修を実施
したほか、次年度に向けた研修プログラムを策定し
た。
　自治大学校が女性の幹部候補養成に位置づけている
課程に昨年度に引き続き、女性係長を派遣した。

計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○新スタンドの建設工事
○新アクションプランの策定

○新スタンド竣工、外構工事、駐車場舗装、告知看板
設置
○エディウィン鳴門（外向発売所）におけるトーク
ショーなどのファンサービス
○キャッシュレスカードの利用促進
○他場観戦ツアーの実施
○ボートレース宮島で30日（5節）、丸亀で6日（1
節）、鳴門市施行のレースを代替開催
新アクションプランについては、平成28年度策定予
定。

－

人-2-⑧

進捗状況

平成２７年度事業費

　ボートレース鳴門を将来にわたって、持続
可能で健全な経営が可能な企業とするため
に、本場施設をコンパクトで利用効率の高い
施設への改築を進めるなど、戦略的な経営改
善等に取り組む。

事　業　概　要

　各所属長及び部長に対して平成28年度の事務執行
体制に関する調査・ヒアリングを実施した上で、鳴門
市能率審議会に諮り、組織・機構の再編成を行った。
○部・課等の削減数：目標1減、実績1増

平成２７年度実施内容      

＜平成27年度の取り組み＞
○必要に応じた組織・機構の見直し

2,134,149
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【05 効率的・効果的な行財政運営の推進－(5)ＩＣＴを活用した行政運営の推進】 （単位：千円）

最終事業費

情報化推進室

決算見込み

最終事業費

情報化推進室、総務課、関係各課

決算見込み 計画通りできなかった理由

計画どおり

＜平成27年度の取り組み＞
○システム改修
○個人番号の通知

53,354

　住基システム、税システムの改修及び統合宛名シス
テムの構築を行うとともに、社会保障関係の各業務シ
ステム（生活保護、障害者福祉、国保、後期高齢、介
護保険、健康管理、児童福祉、国民年金）の改修を
行った。さらに、国の示したスケジュールに従い、順
次、団体内連携テストを行った。
　また、制度運用にあたり個人番号の通知を行った。

進捗状況 平成２７年度実施内容        

No.9 事 務 事 業 名 事　業　概　要 平成２７年度事業費 備考

　マイナンバー制度に対応した情報システム
の活用により、社会保障や税制度の効率性を
高め、行政運営の効率化を図る。

25,136

マイナンバー制度導入事
業

( 53,354 )
担当課

－

備考

人-2-②
　情報化による業務の高度化や効率化を推進
するため、鳴門市情報化計画「第４次なると
ｅ－プラン」に基づき、情報システムの全体
最適化等を図る。

事　業　概　要

( 2,484 )

電子自治体情報化戦略推
進事業

担当課

進捗状況 平成２７年度実施内容        計画通りできなかった理由

＜平成27年度の取り組み＞
○業務システムの効率的な連携の推進
◎市公式ウェブサイトのリニューアル

　「情報化投資事前協議書」等による情報化投資の一
元管理体制の徹底を図ることにより、全庁的な視点に
よる業務システムの効率的な連携の推進に努めた。
　市公式ウェブサイトのリニューアルについては、県
内の自治体等で、広く活用されているJoruri CMSを
導入し、少しでも市役所に親しんでもらえるよう、
「優しさ」をコンセプトに色使いや構図に配慮した
ページ作りを行った。

計画どおり 2,484

平成２７年度事業費No.8 事 務 事 業 名
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